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まえがき

本報告書は､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会が派遣した黒沼 宏(日本工営株式会

社､農業開発部)を団長とする調査団が､インド国及びパキスタン国にて実施したプロジェクト･

ファインデイング調査結果に基づいて作成されたものである｡

調査は平成11年7月28日から8月25日までの29日間に亘り実施され､この間資料収集およ

び相手国政府関係機関との協議を実施すると共に､現場調査を実施した｡インド国の調査に日本工

営(樵)嘱託インデル･モハンが､また､パキスタン国の調査に日本技研(樵)パキスタン事務所長アブドゥ

ラ･ラヒム･マスツドが現地にて参加した｡なお､調査実施対象案件は以下に示すとおりであるo

(1)インド国

(a)アンドラプラデシュ州貧困地区小規模ため池潅漉計画

(ち)カルナタカ州トウンガ上流潅概計画

(2)パキスタン国

(a)北西辺境州クラムタンギ河流域潅親閲発計画

(b)バロテスタン州南部海岸地域潅濃計画

これらの案件の調査結果は次章に示してあり､また､調査団長略歴､調査団の調査行程､面会

者リスト､収集資料リストはそれぞれ付属資料1-4に示すとおりであるo

調査団は調査実施に際し､各国政府機関並びに日本国大使館､国際協力事業臥国際協力銀行

の現地事務所の方々に多大なる協力を得､円滑に業務を遂行することができた｡これら関係機関

に深甚なる感謝の意を表する次第である｡

2000年8月

プロジェクト･ファイデイング調査団長

黒沼 宏



ニ±≡竺二‥三井と塑空軍撃墜塑嘩だめ麺獲鞄藍：‘◆・

AdilabadW

Suddavagu計--ム計画地点

画計画小規模ダム計画地点

Adilkbad県　Suddavagu計画受益者農民

Adilabad県

Yerravagu計画水源の小河川

Adilabad県

Yerravagu計画小規模ダム計画地点

Adilabad県　Yerravagu計画受益者農民
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既存のトウンガ取水工全景

卜ウンガ上流灌漑画地区
雨期は天水によるトウモロコシ綿花等が栽培

トウンガ上流潅漑計画地区
計画地区から生産された綿糸を市場に運ぶ
農民

既存のトウンガ取水工
雨期のこの水が潅漑に利用されていない。
取水工の下流部に新設取水工を計画している。

既存トウンガ取水工下流部
新規取水工予定地点

近隣の既存潅漑地区の水田風景
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クラム・タンキダム地点　下流より上流を望む ウラム・タンギダム地点下流部

クラム・タンギダム地点より貯水池予定地を望む
ダム地点より急に貯水地予定地が広がる

トライバルエリアへの検問所 貯水池上流部よりダム地点を望む



パキスタン：バロテスタン州南部海岸地域潅漑計画

ナウロンダム潅漑計画

Naulongダム地点を下流より望む

Nauiong
ダム地点下流部より取水された水路

Balan 川上流部にある潅漑計画取水エ

•iBalan Weir Irriaation Scheme)

ポランダム潅漑計画

Bosln

ダム計画の幹線水路始点
（損傷して使用されていない）

Bolanダム計計画取水施設
(損傷して使用されていない)

クェッタ市近郊にあるカナート
（地下用水路）の出口



パキスタン:バロチスタン州南部岸産地域潅漑計画

ミララダム潅漑計画

Mitraniダム地点左岸より上流を望務む

Milraniダム地点より下流部

Milran川上流部で哉培されているデーツ

ヒンゴルダム潅漑計画

Hingolダム地点左岸より右岸アバット予定地

Hingoｌダム地点
左岸アバット予定地

HingoI灌漑計画地区
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インド国：アンドラプラデシュ州貧困地区小規模ため池潅漑計画位置図



インド国：カルナタカ州トウンガ上流潅漑計画位置図



パキスタン国計画位置図



クラムタンギ涌
潅漑開発計画位置図
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調査地区写真

調査対象地区位置図
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第1章 インド

1.1 背景

1.1.1 国土と人口

インドは25州からなり､その国土面積は328.8百万血2で日本の8･7倍に相当するo

北はヒマラヤ山系､南はインド洋に､西はインダス川流域､東はベンガル湾に接する

大国で､ヒマラヤ地帯､北インドの肥沃な平野地帯及び海抜458m-1220mのデカン

高原の3地域に大別される.インドの人口は､ 1993年に901146百万人と推定され､

そのうち69%カミ農業に従事している｡年人口増加率は1985-1991年に2･1%を示して

いる｡

1.1.2 社会経済

インドの主要産業は､農業(小麦､コメ､砂糖､綿花､紅茶)､鉱業(石炭､鉄鉱石)

及び工業である｡そのうち､農業はGDPの32%を占めておりインドの基幹産業であ

る｡ 1人当たりのGNPはus$310(1992年)であり､インドは低所得国家に属するo指

定カースト及び指定部族の全人口に対する人口比率は､それぞれ16･5%､ 8･1%(1991

年)であり､増加傾向にあるo

1.1.3 農業の現状

インドの農業は､ GDPの32%を占め､雇用の69%に貢献しており､同国の経済の中

で主要な役割を担っている｡平均の世帯当たり耕作は人口増加により､ 1960-61年の

2.7haから1985_86年の1.7haに減少している｡従って､限られた農地の農業生産性の

向上は､人口増加に対処し､地域社会の住民の収入向上を図るための主要な政策課題

となっている｡

潅概可能地は第8次開発計画の終了年次の1996年3月末までに87百万baに増加し､

そのうち78百万haが実際に潅慨されている.第8次計画では､開発予算の70%カミ大･

中規模潅概事業に配分され､残りの30%カS,Jt規模潅臥末端整備及び洪水防御事業計

画に配分された｡

穀物生産の年平均成長率は､ 1984-1985-1994-1995に3%を示し､農業生産性の向上

は地域の貧困層の削減に大きく貢献してきたoインドの作付け面積､生産高及び単位

収量を下記に示す｡
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インドの作付け面積､生産高及び単位収量

作物 _｣卿1980 1990 1994

_81 -91 -95

生

1 980 1 990 1994

_81 -91 -95

rき!'.I.収Hk.baL

1980 1990 1994

_81 -91 -95

米

ソルガム

トウモロコシ

ラギ

小麦

その他穀渠

豆類

菜種常

40,152 42,687 42,244

15,810 14,357 11,748

6,005 5,904 6,106

2,525 2,171 1,832

22,279 24,167 25,640

41,780 36,320 32,499

22,457 24,662 23,166

17,602 24,148 25,260

80,312 111,517

10,431 ll,681

6,957 8,962

2,420 2,340

36,313 55,135

29,018 32,699

10,627 14,265

9,372 18,609

121,835 2,000

9,1 97 660

9,118 1,159

2,430 958

65,469 1,630

30,349 695

14,1 i7 473

21,417 532

2,612 2,884

814 783

1,518 1,493

1,078 1,327

2,281 2,553

900 93 4

578 609

77 1 848

出典: AgriculturalStatistics: Government of lndia

1.1.4 国家開発計画

(1)開発基本計画

インド国政矧ま､州政府と共同して､ 1997年から2002年にわたる第9次国家開発計

画の基本開発計画を策定したoこの基本開発計画は､下記に述べる貧困者層に対する

基本的ヒューマン･ニーズ､貧困層の削減及び雇用の創出に必要とされる政策に主眼

を置いている｡

(a)指定カースト､指定部族及び他の後進部族､少数民族､女性､子供､身体障害者

など社会的弱者層に対して十分な開発の機会を提供すること｡

(b)第8次計画で進められた貧困者層に対する雇用創出計画を組織化されていない労

働者､及び土地を持たない農業労働者に特別な注意を払って継続すること｡

(c)協同組合や農民組合を通して受益者参加を促進することo

(d)政府の財政健全化の認識を広めることo

(e)インフラ整備は民間部門の参加､資源の適正利用､地域社会のニーズに立脚した

ものであること｡

(i)持続可能な開発計画であることo

(2)開発目標

第9次開発計画の開発目標は下記に示すとおりであるo

(a)優先的に農業及び地域開発を進めることにより生産的な雇用の創出と貧困削減､

(b)国民全体､特に社会的弱者層に対する食料､栄養の安全保障､

(c)基本的最低限の飲料水施設､保健衛生施設､基本的な教育施設を整備すること､

(d)あらゆる階層の開発関係者の参加により持続的な環境保全の推進､

(e)社会経済開発の受益者となる婦人や指定カースト､指定部族､他の後進部族や

少数民族等の社会的弱者グループの地位の向上､
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(i)地域自治組織､協同組合､自助グループ等の受益者参加型組織の推進と発展o

(3) 開発戦略と政策の優先度

下記の開発計画に開発の優先度が与えられている｡

(a)貧困層により大きな便益を提供するもの､

(b)婦人､子供､社会的弱者層へ便益を提供するもの､

(c)後進地区へより大きな便益を提供するもの､

(d)弱者層の地位の向上及び雇用創出に役立つ労働集約型であるもの､

(e)過渡的な便益発生でなく持続的に便益を保証するもの､

(f)現状の収入レベルの向上のみでなく生産資産の形成に役立つものo

法的枠組みの変更､制度改革､参加型アプローチと地方自治の推進に役立つ計画には

高い優先度が与えられている｡一方､多くの援助と支援を必要とする計画に対しては

優先度は低い｡

(4) 農業分野の開発アプローチ

第9次開発計画における農業分野の基本計画においては､次の項目に重点が置かれて

いる｡

(a)農業開発により土地生産性の向上を図り､土地改革を進めるo

(b)水及び土地の効率的利用を図るo

(c)後進地域の社会的弱者層に対し貧困の削減と雇用創出を図るo

(d)水不足地区である半島先端部及びラジャスタン地区において､効率的な水収集及

び水貯留の方法と技術､適切な潅概方法､及び生産性向上に役立つ適切な栽培シ

ステムの振興を図る｡

(e)下記の項目に配慮して貧困撲滅計画と農地改革計画を推進するo

･ 所有限度を超える過剰な土地の再配分

･ 土地登記簿の定期的更新

･ 小作人の権利に関する土地借用の改革

･ 圃場整備

部族地区を隔離することの防止

貧困者グループに対して荒廃地及び一般所有地へ参入することを保証する

こと｡

土地所有限度内において土地の貸借を許可すること｡

土地所有限度を越える土地の配分及び土地の権利保護において婦人に優先

権を与えること｡

(5)潅概､末端整備及び洪水防御に対するアプローチ

第9次計画の潅概､末端整備及び洪水防御に対するアプローチは下記のとおりである｡

(a)水の最終利用者による利用効率の改善､
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(b)地表水と地下水の共用と降雨の適正利用の推進､

(c)合理的な水利用に対する積極的な地域住民の参加､

(d)潅概システムおける水運搬損失を継続的に軽減させること､

(e)末端施設整備の実施機関を強化することにより実潅概面積を増加させること､

(f)事業便益の早期実現のため､実施中の潅概事業を早期に完成させること､

(g)近代化の推進により小規模潅概施設を改修すること､

(h)適正な潅概実施方法と利用可能水量に基づいた新規の小規模潅概施設の建設､

(i)潅親水供給に対する適切な水代の設定､

o)水の使用量に基づいた潅概水量算定の推進､

(k)余剰水量の他流域転流による水資源開発の国家将来計画の策定､

(1)水資源管理におけるリモートセンシング技術の応用､並びにその適応試験と開

発の推進｡

(6)社会的弱者層の地位の向上

社会的弱者グループの地位向上のために､第9次計画では下記の事業が実施されるo

(a)自由と威厳､並びに権利と特権の行使を保証することにより社会的弱者層(描

定カースト､指定部族､他の後進カースト､及び少数部族)の地位向上､

(b)政府及び他の支援により社会的弱者層と他の社会グループとの間にある隔たり

の減少､

(c)社会的弱者層への教育､健康､雇用､基本的サービスの提供､

(d) 2010年までに教育を社会的弱者層に普遍的に提供すること､

(e)経済的自立を図るために指定カースト､指定部族に対する融資開発法人を強化

すること｡

(7)食物･栄養安全保障に対するアプローチ

第8次計画において､国家食料･栄養安全保障政策が推進されてきたが､第9次計画

においても､食料･栄養安全保障は主要な目的となっおり､次のアプローチが採用さ

れている｡

(a)長期計画として飢餓と栄養不足を解消すること､

(b)緊急計画として下記の事業を実施すること､

･ 食料援助､

･ 購買力の向上､

.

RPDによる連絡の維持と最小限度の政府支援の提供､

･ 健康と栄養知識の普及､

(c)婦人と子供に対しタンパク質不足の栄養の偏りを改善すること､

(a)遠隔地に居住する指定カースト及び未開部族を対象に含めること､

(b)栄養改善のモニターリングと監視システムの設立o
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1.2 アンドラ･プラデシュ州貧困地区小規模ため池潅漉計画

1.2.1 計画の背景

アンドラプラデシュ州政府は､州の経済開発のために､雇用創出と収入向上と共に安

定した食料生産､工業開発､地域格差是正を目指して各種の政策を進めている｡州政

府は､次の項目からなる基本的開発方針を述べている｢ビジョン2020｣を策定し､現

在それに基づいて各種の政策が進められているo

貧困の削減と弱者層への保護､

健康で生産的な生活の保証､

健康で豊かな社会の建設のための小家族の形成､

子供に対し幸福な子供時代の提供と能力開発に適する機会の保証､

男性と等しく経済･社会の形成者としての役割を発揮できる女性と少女の

地位向上､

･ 将来の変換に役立つ資本やインフラ等の整備､

.農民､企業家､及び専門家に豊かな農業と､工業とサービスビジネスの繁

栄を保証すること､

･ 農業生産に対する技術革新の振興､

･ 環境保全と清潔で､緑で､安全な市町村地域の形成､

･ 簡易で透明性のある責任もった政府･行政部門の創造､

･州民が州の行政において継続して強い声と役割を持ち続けることの保証o

当州は､インドのなかで初めての試みである受益者農民による潅概施設の適切な計画

と効率的な維持管理､公平な潅親水の配分､水代の徴収を目的として､潅概施設を受

益者農民に移管する制度の改革を行い､それに基づいて維持管理が実施されているo

(1)人口及び面積

アンドラプラデシュ州は､インドの中で､面積及び総人口それぞれにおいて第5位の

位置を占めている｡州の面積は､ 27万5千km2でありインド国土の8･4%を構成して

いる｡ 1991年センサスによると､州の総人口は､ 6,630万人であり､同国の総人口の

7.9%tこ相当している.労働人口は､全人口の45%8こ相当する2,996万人であるo

この州は､北にオリッサ州､マジャブラデシュ州､及びマハラシュトラ州に､西にカ

ルナタカ州､南にタミルナド州の5州に接している｡東は､ベンガル湾に接しており､

長い海岸線を有している｡

(2)気候及び土壌

州の気候は､地域により大きく2つの形態に分けられる｡海岸地域の気候は湿潤から

半湿潤状態を示し､内陸地域の気候は､半乾燥から乾燥状態を呈している｡海岸地域
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の年降雨量は約1,000Ⅱ皿であり､内陸部に向かって減少し約700mmとなるo大部分

の降雨は､一般的に6月始めから9月の終わりまで続く南西モンスーンによってもた

らされる｡その後､ 1 0月から1 2月に北東モンスーンが卓越する｡冬期(1月-2

月)には､降雨はほとんど無く､酷暑期(3月-5月)の終わりにプレモンスーンの

降雨がある｡月平均最高気温は3 2oC-4 5ocに､また､月平均最低気温は1 3oC-

2 loCに変化する｡

州に広がる土壌は､赤色土が州面積の2/3を占め､黒色土は州面積の1/5であるo

最も肥沃な土壌であるデルタ沖積土は､ゴダバリ川及びクリシュナ川のデルタ地区に

集中して存在し､その広さは州面積の5%に相当している｡

(3)州の農業現況

1991年センサスによると､全人口の73%は農村地域に居住している｡全労働人口の

69%Cま耕作者または農業労働者として農業に従事している.畜産などの関連部門を含

んだ農業セクターは州総生産の37%(1995-96年)に貢献しており､州経済は農業に大き

く依存していることを示している｡

播種面墳は､州面積の38.8%であり､森林面積は22.4%となっている｡耕作可能地で

あるが現在耕作されていない地区の面積は､ 18.3%､農業利用以外の土地は､ 8･9%で

ある｡土地所有状況は下記に示すとおりであり､平均所有面積は1･56haであるo

アンドラプラデシュ州の土地所有状況

農家世帯の 土地所有の

%) 割合

極小規模(1ba以下)

小規模(1-2ha)

中規模(2- lo血a)

大規模(1仙a以上)

56.1 16.4

21.2 19.5

21.4 51.3

1.3 12.8

出典: Statistical Abstract, Government of I皿dia

農家世帯数は恒常的に増加しており､そのため1世帯当たりの所有面積は､ 1970年に

2.51haであったが1991年には1.55haに減少している｡極小規模及び小規模農家は全

農家世帯数の77%であり､その土地所有面積は､全農地の36%であるo

耕作可能面積は1,565万haであり､州全体の面積の57%8こ相当する｡播種面積は､

1989/90に1,109万baであり､作付け率120%であった｡耕作面着のうち食用作物は

64%を占め､モンスーン期に作付けられている｡アンドラプラデシュ州はインドの食

用穀物の7.2%を生産し､インドの中で第4位の生産高である｡菜種､豆類､綿花の価

格の上昇のため､米を除き他の穀物の耕作面積は最近減少傾向にあるo

潅概面積の増加は､農業生産性の向上に大きく貢献し､播種面積の40% (1993-94年)

が潅概地になっている｡潅親水田は､全穀物作付け面積の52%を占めているo潅概と
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肥料･農薬の普及が当州の農業生産高向上の主要な要素であるが､潅概面積の減少､

それによる作付け面積と肥料の使用量の減少により､農業生産高は停滞しているo

州の主要農産物は米であり､次いで落花生である｡アンドラプラデシュ州の農産物の

耕作面積､生産高､単位収量を以下に示す｡

アンドラプラデシュ州の耕作面積､生産高及び単位収量

作物

作付面積(1,000hal

1980 1990 1994

_81 -91 -95

_土壁滝__1上迎世]1_
｣ 皇位埋立｣岨_

1980 1990 1994 1980 1990 1994

_81 -91 -95 -81 -91 195

米 3,600 4,03 6

ソルガム 2,054 1,190

トウモロコシ 321 309

5 # 254 164

小麦 15 10

その他穀蕪 3,695 2,084

豆須 1,446 1,632

菜種燥 1,812 3,120

3,512 10,516

881 1,082

314 725

125 245

10 6

1,554 2,560

1,583 415

3,004 928

14,481 13,832 2,921 3,588 3,938

851 683 527 715 775

646 801 2,263 2,087 2,547

191 151 965 1,166 1,210

9 6 391 900 600

1,971 1,786 693 946 1,149

696 637 287 426 402

2,542 2,146 512 815 714

出典: Agricultura] Statistics: Government of India

(4)潅概現況

当州の農業は経済の基盤であり､その生産性の向上が大きく求められていることから､

潅概開発が当州の5ケ年年計画の優先政策となっている.州の耕作可能面積は､
1,662

万haである｡潅激闘発の可能な面積は､大規模･中規模潅概事業によるものが648

万ha､小規模潅概事業によるもの230万ha､及び地下水によるもの592万ha､総計

1,470万baと見積もられているo 1992年の終わりまでに大規模･中規模及び小規模潅

概事業で523万haの潅概地が整備され､残りは､第8次計画及びそれ以降の計画に

残されている｡第8次計画では､大規模及び中規模潅概事業で42万ba､小規模潅概

事業で4万baの潅概地を整備する計画となっているo

当州の実潅概面積は403万ba(1993年)であり､これは､インドの中で､ウツタ-ルプ

ラデシュ州に次いで大きな潅概面積である｡それはインドの潅概面積の約9%に相当

している｡潅概水路による潅概面積は､ 173万baでありインドの中で同様に第2位の

広さである｡各種の潅概方法による面積は水路43%､小規模ため池18%､井戸35%､

及びその他4%である｡水路による潅概地は､主として水稲と綿花の生産に使用され

ている｡井戸による潅概地では､主として､食用作物と換金作物が栽培されている｡

政府管理の潅概地は1990年に290万血aに達したが､維持管理費の不足のために､1994

年には230万baに減少した｡

大規模及び中規模潅概事業に係わる全ての事業､すなわち､ 2,000ba以上の潅概開発､

農村地域洪水防御､排水改良､及び多目的ダム建設の事業は､潅概･末端施設整備省
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の責任で実施されている｡小規模潅概事業は､小規模潅概省､及び地域開発農業省の

責任で実施されている｡州政府は､潅概施設の維持管理を受益者農民の参加によって

実施することを決定し､
｢Andhra Pradesh FarⅡ蛤rS'Management of Irrigation Systerru

Act

1997｣を制定したoこれにより､潅概施設の維持管理は水利組合に移管されことにな

り､当州では約10,300の水利組合が結成された｡水利組合による維持管理における受

益農民の参加に大きな期待がかけられているo

1.2.2 計画地区の概要

州政府は､約3 0ケ所からなる小規模ため池潅概計画を作成しているoその中から､

社会経済的側面から優先度の高い9つの｢小規模ため池潅概計画｣が選定されたoそ

れらは､農業生産形態及び社会経済状況から分類される次ぎの5類型に存在しているo

(1) Backward north coastalAndhra (Vizianagramdistrict)

(2) Upland hilly area in East and west Godavari Pest and
West Godavaridistrict)

(3) Droughtprone area (Cuddapa district)

(4) Upland hilly area (KhaⅡ-am district)

(5) Hilly tribal area (Adilabaddistrict)

地区は6つの県の丘陵地区に存在している｡その地域の住民の多くは､指定部族であ

り､社会的､経済的に後進であり社会的弱者層に属するoこれらの地区は､潅概に利

用できる河川水があるのに､潅概施設が整備されていないため､農業は伝統的な栽培

方法による天水農業であり､従い､乾期にはほとんど農業が出来ず､雨期作の農業生

産も不安定で､農業の生産性は低く､食料不足がしばしば発生しているo

従って､この地域は､社会的後進性､低生産性､貧困､及び雇用機会が非常に少ない

ことが特徴として挙げられる｡

1.2.3 計画概要

(1)計画の目的

この潅激闘発計画は､持続的な農業を導入して､農業の生産性と生産高の向上を図り､

指定カースト､指定部族などの社会的弱者層に属する受益者農民の収入の向上を図る

ことを目的としている｡

潅概計画の所在地及び計画潅概面積は下記の通りであるo
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潅洗計画の所在地及び計画潅洗面積

潅概スキーム 所在県 潅概面執ha)

1. rITarakaramaTbrthamReservoir

Scheme

Ⅵzianagaram 12,210

2. PeddagaddaReservoirScheme Vizianagaram 4,940

3. SurampalemReservoirScheme EastGo血Vari 4,739

4. BhupathipalemReservoir

Scheme

EastGodaVari 4,897

5. KovvadakalvaReservoirScheme WestGodavari 4,175

6. VellugalluReservoirScheme Cuddapah 9,600

7. PaleⅡⅣaguScheme Khammam 4,100

8. Yerrava即ReservoirScheme Adilabad 4,452

9. Suddava丹1ReservoirScheme Adilabad 5,666

合計 54,779

実施計画に含まれる主要な内容は下記の通りである｡

(9小規模ため池整備

②潅概排水施設の整備

③潅概農業生産技術の改善

④潅概施設の維持管理､水管理､水利費徴収を行う水利組合結成･活動支援

⑤営農支援体制の整備･改善

⑥農業生産物及び農業資材の市場流通体制の整備改善

⑦農民組織の設立･活動支援

本計画の実施により､アンドラプラデシュ州における農民による小規模潅概事業の維

持管理のモデルを形成し､農民による自主的な維持管理体制の基礎を確立することに

なる｡

(2)計画の概要

計画の概要は以下の通りである｡

貧困地区小規模ため池潅叔計画

No. 事業名.潅概面積 施設計画

1.
TarakaramaThrthamReservoirScheme 施設計画:

潅概面積:12,210ha(既存潅概地3,307haを含む) 取水エ:1ケ所

ため池:1ケ所

導水路:12k皿

水路:右岸6.1km左岸19.3k皿

2.
Ped血gaddaReser∇oirScbeme 施設計画:

潅漉面積:5,059ha(既存潅概地1,822haを含む) アースダム:1ケ所延長1.84km

余水吐:1ケ所

水路:右岸15k皿

3.
SurampalemReservoirScheme 施設計画:

アースダム:1ケ所延長636m潅概面積:4,739ba
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余水吐:1ケ所

水路:27.1km

4. BhupathipalemReservoirScheme
施設計画:

アースダム:1ケ所延長667m

潅概面積:4,897ha(既存潅概地223haを含む) 余水吐:1ケ所

水路:31.5k皿

5. KovvadakalvaReservoirScheme
施設計画:

アースダム:1ケ所延長1,599m

潅概面積:4,175ha(既存潅概地2,346baを含む) 余水吐:1ケ所

水路:右岸9.87km､左岸5.02km

6. VeligalluReservoirSchene
施設計画:

アースダム:1ケ所延長461m

潅概面積:9,600ha 石積ダム:1ケ所延長320m

余水吐:1ケ所

水路:右岸53.97km左岸6ー2km

7. PalemvaguScheme
施設計画:

石積ダム:1ケ所延長889m

潅概面積:4,100ha 余水吐:1ケ所

水路:右岸143km

8. YerravaguReservoirScheme
施設計画:

アースダム:1ケ所延長2,(氾6m

潅洗面積:4,452ba 余水吐:2ケ所

水路:右岸

9. SuddavaguReservoirScheme
施設計画:

アースダム:1ケ所延長3,646m

潅液面積:5,666ha 余水吐:1ケ所111m

水路:右岸42bⅠ1

1.2.4 総合所見

州政府が作成している｢小規模ため池潅概計画｣の中から上述の9ケ所が計画の対象

地区として選定されているが､その内､アデイラバード県の2ケ所｢yerravagureservoir

scheme｣及び｢Suddavagu reservoir scheme｣を現地踏査したoこれらの地区は､潅概

に利用できる河川水があるのに､農業インフラの未整備のため､農業生産に利用でき

ず農業生産は不安定で､食料不足がしばしば発生し､住民の生活は極めて低い状態に

ある｡

本事業は､農業生産の安定化､生産高の向上､貧困の軽減､所得向上に役立ち､従っ

て､現在進められている国家･州政府の開発計画の推進に大きく貢献する｡また､潅

概セクターの政策である潅激賛源の有効利用､受益者による維持管理を推進すること

になる.アンドラプラデシュ州では､ ｢Andhra Pradesh Farmers Management oflrrigation

systemAct｣が1997年に成立し､水利組合が施設の維持管理､及び水利費の徴収を実

施することになる｡大規模既存潅漉地区では､依然として財政当局が水利費を徴収し

ているが､一部の潅故事業地区では､世銀による｢アンドラプラデシュ州経済構造改

善事業｣が実施され､水利組合による維持管理が進んでいる｡この援助は一時的なも

のであり､この｢アンドラプラデシュ州貧困地区小規模ため池潅概計画｣により､新

海概法に基づき農民による水利費の徴収､国家への納付､還付により維持管理を確立
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することは､大きな意義がある｡また､当州は農民参加による維持管理の体制が最も

進んでおり､他の州への波及効果も大きい｡

州政府はこの計画に対し独自の調査･計画を実施してきている｡しかし､小規模ため

池の水源は､乾期作の水源を確保するには不足し､雨期作を主体とて自立できる農業

計画を策定することが事業の成功に不可欠である｡また､この自立できる農業の確立

が､水利組合による維持管理を持続可能なものにするといえる｡そのため､既存の計

画を水資源の見直しを含む潅概計画､農業計画､農産物流通計画を見直し､農業生産

支援､水利組合活動支援を含む事業実施計画を作成する必要があるo

当州では､現在､ JBICの借款による既存の大規模潅概事業であるKC水路近代化計画

が実施されている｡この事業は潅渡施設の整備､水管理に主眼が置かれているo当州

は農民参加による潅概施設の維持管理への取組がインドの中で最も進んでおり､新規

の計画である｢貧困地区小規模ため池潅概計画｣の実施により､水利組合強化の観点

から､上記の大規模既存潅概施設整備地区への波及効果も期待でき､我が国の支援が

より効果的に展開されるものと考える｡
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1.3 カルナタカ州トウンガ上溝潅漉計画

1.3.1 計画の背景

(1)カルナタカ州の人口及び面積

カルナタカ州は､インド国の南西部に位置し西にアラビア海に面しているo南北

750km､東西400kmの長方形の形状を呈し､北にマハラシュトラ州､北西にゴア州､

南にケララ州とタミルナド州､また､東にアンドラプラデシュ州の5州に州境を接し

ている｡州面積は約191,791km2であり､インド全体の5･83%を占めているo州全体

の耕作可能地は140,598 s km2､純播種面積は107,000 km2､及び潅概面積は55,000
km

2または550万baである｡

1991年の人口調査によると､州人口は44.9Mi11ion人であり､人口密度は235人/km2

である｡この人口密度はインドの平均値(アッサム及びジャム･カシミール地区を除

外) 273人/km2よりは低い｡

(2)カルナタカ州の地形及び気候

カルナタカ州は､高地山岳地域､高原地､小丘陵地及び海岸沿いの平地からなる地形

変化のある地域である.この州は､西側､東側､及び南側を標高600-900mの高原か

らなる丘陵地に取り囲まれていて､丘陵と深い河川により形成される起伏が多い地形

を呈している｡標高300m以下の平地がアラビア海に面した海岸沿いに細くのびてい

る｡

この州は､気候の特性から以下の3地区に分類できるo

1)海岸カルナタカ地区

2)北内陸カルナタカ地区､及び

3)南内陸カルナタカ地区

熱帯モンスーン気候が全海岸ベルト地域及びその隣接地域に卓越しているo州の南部

は､夏期は酷暑で､季節により熱帯乾燥サバンナ気候を示し､北部も､夏期は酷暑で､

半乾燥､熱帯ステップ気候に属するo 1月から2月が冬期になり､その後3月から5

月までが夏期になる｡ 10月から12月は､ポストモンスーン期となるo 10月から3月

はポストモンスーン及び冬期は州全体が快適な気候となる｡州の年降雨量は､
500Ⅱm

-3,500Ⅱ皿の範囲にあり地域により大きく変化するが､州西部に多い｡雨期は南西モ

ンスーンによりもたらされ､年降雨の80%がこの時期に発生するo

(3)カルナタカ州の農業現況

カルナタカ州の多くの地区は農村地域であり､農業とそれに関連した産業が労働の

85%を雇用している｡ 1,920万baの州面積のうち､ 1,406万baが耕作可能地であるo
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主要な食用作物は､米､ソルガム､ラギ､トウモロコシ､バジラ､小麦､及び豆類で

ある｡カルナタカ州はインドの中で第5位の菜種の生産地である｡面積､生産高､単

位収量は下記に示す通りである｡

カルナタカ州の耕作面積､生産高及び単位収量

作物

作付面積(1.000hal

1980 1990 1994

_81 -91 -95

収穫高(1,000tonl

1980 1990 1994

_81 -91 -95

単位収量経文nla)
1980 1990 1994

_81 -91 -95

米

ソルガム

トウモロコシ

ラギ

小麦

その他穀類

豆類

菜種類

1,101 1,173 1,308

1,648 2,155 2,150

144 252

1,063 1,054

312 198

3,723 4,041

1,486 1,622

1,226 2,550

353

988

243

3,890

1,638

3,312 3621 4,790

1,269 1,353 1,613

371 637 1,042

1,094 1,043 1,418

1 80 125 172

3,029 3,307 4,243

463 552 625

2,556
､

620 1,338 1,587

3,009 3,086 3,662

770 62 8 75 0

2,584 2,525 2,953

1,029 989 1,436

578 630 706

813 819 819

311 340 382

505 525 621

出典: AgriculturalStatistics: Govemment of I皿dia

(4)水資源

カルナタカ州の水資源は､インド全体の約6%であり､その40%6ま東部から流入する

河川に､また､他は西部から流入する河川に厳存している｡州内には､ 7つの河川系

統がある､すなわち､ (1)クリシュナ川､ (2)カウベリ川､ (3)ゴダバリ川､ (4)西部流入

河川､ (5)北ペンナ-川､ (6)南ベンナ-川､及び(7)パラー川であるoカルナタカ州の

河川の年平均流量は､総計97,352MCM(3438TMC)と見積もられているo河川ごとの

流量は下記のとおりである｡

カルナタカ州の水資源量

河川名 ㌦廟MCM TMC

27,451

10,980

1,415

56,600

906

969.44 28.20

387.76 11.28

49.97

1,998.83

32.00

1. クリシュナ川
2. カウベリ川
3. ゴダバリ川

4. 西部流入河川
5. 北ペンナ-川､

南ペンナ-川及びパラ-川
97,352 3,438.00

註: MCM:million cubic meter､ TCM: thousandmillion cubic
feet

(5)潅慨セクターの開発政策

力ルナタカ州の主要な産業は農業である｡州政府は､潅概が農業生産量の向上に必要

不可欠な要素であることから潅概セクターた高い優先度を与えて潅概事業を進めて
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きている｡カルナタカ州政府は､ 1994年8月にクリシュナ川上涜プロジェクトを2000

年までに完了させることを目的として潅概公社Krishna Bhagya Jala Nigam Ltd

(K即NL)を設立したoそれに加えて､州政府は､クリシュナ川上流プロジェクト以外

のクリシュナ川涜域の大規模･中規模潅漉事業を効果的に実施のため､潅概公社

Karnataka Neeravari Nigam Ltd.(KNNL)を､ 1999年8月に下記の目的をもって設立したo

(a)クリシュナ川流域の潅漉事業の計画､調査､設計､見着､建設及び維持管理､

ただし､ Krislma BhagyaJalaNigamLtd･によって建設されるクリシュナ上洗事業

は除外するものとする｡

(b)潅概事業の詳細事業実施計画並びに事業予算見積の作成､及びその建設､

(c)潅概事業の建設により影響をうける住民の移転及び復興､

(d)潅概事業に係わる集水流域の保全と植林を含む適切な対策による環境保全と改

善､

(e)潅概事業の建設と維持管理に適切な標準と仕様の採用､必要時に最新の標準･

仕様の作成､及び､近代的な品質管理手法の強化､

(i)事業計画地区内の洪水防御事業の実施､

(g)潅概事業が実施される地区内の河川運行､事業に関連する水資源を利用するレ

ジャー活動､及び内水面漁業等の事業の推進､

(h)スプリンクラー､ドリップ法などの近代的潅親方法を導入し､潅概事業におい

て新しい材料及び技術を積極的に採用すること､

(i)建設された潅概事業により開発される水資源の有効利用のための事業推進o

トウンガ上流潅概計画は､潅概公社ENNLにより実施される潅概事業であるo

1.3.2 計画地区の概要

本計画の受益地区は､次の3県にまたがり､計画面積は80,494haであるo

県 郡

シモガ県

ハベリ県

ダバネゲレ県

シモガ

ハレケル-ル
ラネベヌール

ハベリ

ハナガル

ハリハル
ホンナリ

計画地区における全労働者中の耕作者及び農業労働者の割合は､ 68%カゝら78%であり
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州の平均より大きく､多くの住民は農業を営んでいる｡土地を持たない農業労働者の

割合がハベリ県で大きく､貧困者層の比率も高い｡本計画地区は､土壌は肥沃で､地

形も平坦であるが､農業は､天水に依存しているため農業生産性が低く､雨量の変動

によりしばしば千魅が生じ､食料不足が生じている｡さらに､計画地区は､指定カー

スト及び指定部族の割合が18%-29%であり社会的弱者層が多く居住する地区であるo

従って､計画地区は､農村地区の貧困ライン以下の人口比率が高く､州のなかでも最

貧困地区に属している.そのため､潅概施設を整備し潅概農業を振興することにより､

農業生産性の向上と､住民の生活向上が強く求められている地区である｡

1.3.3 トウンガ上流潅概計画の概要

(1)計画の目的

ハベリ､ダバナゲレ､及びシモガ地区は､天水に依存している農業のため､干魅がし

ばしば発生し､食料生産は不安定で､生酒水準は極めて低い状態にある｡住民の多く

は､指定カースト､指定部族等に属し､これらの社会的弱者層に対して潅概施設を整

備し､安定した農業を確立することにより､住民の収入の向上と生活水準の改善を図

ることを目的とする｡

(2)計画の概要

(a)既存トウンガ潅概取水工の改修

シモガ町から11.2km下流のガジャヌール村のトウンガ川に､ 1956年に建設されたト

ゥンガ取水工がある｡この取水工は､ ll.5 TMC (thousandmillioncubic feet)の水を取

水し､左岸地6,677ha､右岸地区2,023 haを潅概している.既存取水工の堤長は365m

(310.9mの越流部と台形堰部54.9mからなる)である｡堤頂標高は584.Om､設計高

水位は588.23mである.取水工はバケット型跳水にによる減勢工を下流部に持つ. 2

本の水路が取水工から出ている｡左岸水路は延長100.5 kmで､右岸水路は延長53 km

である｡この取水工は1956年に石灰モルタルで建設されてものである｡

トウンガ川の取水工地点の集水面積は2,240.36km2である｡河川流量記録によると､

50%及び75%確立年流出量は､それぞれ6,398.4 MCM (225.9TMC)及び5,215･5 MCM

(184.2TMC)であるが､既存取水工から取水されている流量は11･5 TMCのみであるo

既存取水工の上流からバドラ潅概地区に約12TMCの潅親水を供給する計画が立案さ

れた｡当初は､既存の取水堰にラジアルゲート(.79Ⅹ4.19mを30門)､橋梁を設置し､

既存左岸水路の上流部に､その既存水路より標高の高い地区の潅概のため新規左岸水

路を建設する計画であった｡その後､既存施設の老朽化､使用されている建設資材の

強度の不足､その他の技術的な問題点のために､既存取水堰の下流側に新規の取水堰

を建設することとなった｡

トウンガ川は､クリシュナ川の支流であるトウンガ･バドラ川の主要な支流の一つで
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ある｡川の始点は､西ガ-ツに始まり､北に流れをとり､シモガ町の1415km下流の

クズリギにおいてバドラ川に合流している｡トウンガ川とバドラ川の合流後に､川の

名前がトウンガ･バドラ川となる｡この川は､アンドラプラデシュ州のサンガメシュ

ワラにてクリシュナ川に合涜する｡トウンガ川とバドラ川は､西山脈の木々に覆われ

た丘陵地帯からの豊富な流出水を集めている｡本計画では､この地区に配分されてい

るトウンガ川の河川水12.24TMCを取水し､潅漉する計画である｡

(b)施設計画

州政府の作成している開発計画によると､事業の概要は下記のとおりであるo

1)新規の取水堰位置:既存の取水堰の100m下流

取水堰長: 770m

堤頂標高: RL584.45 m

上流側計画高水位: RL588.24 m

2)余水吐

余水吐形式:越流堰型の下流にバケット型跳水による減勢工を持つ形式

越流部: 311mで堤頂標高RL583.50m22門のラジアル･ゲート

(寸法11.75 Ⅹ 4.74 班)

土木構逸物:鉄崩コンクリート構造

非越流部:延長335m､基礎標高は566m､底幅は24.15mo

土木構造物:鉄崩コンクリート構造

3)土砂吐

ゲート:3門(2.50Ⅹ4.00m)

底標高: 573.m

4)右岸取水工

ゲート: 2門(2.50Ⅹ1.219m)

取り入れ口底標高: 582.78m

5)左岸取水工

ゲート: 5門(2.50mxl.829)

取り入れ口底標高: 582.17m

6)幹線水路:

幹線水路の延長: 339.5km (トンネル2.14knと深い掘削部約4kmを含む)

幹線水路の始点流量: 51cllmeCS

全長の30%:コンクリートライニング水路

計画水路のうち､ 69kmは実施の承認がされ､ 2000年8月現在､始点10kmが工事進

行中である｡用地取得は始点55bnで進行中である｡
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(c)農業計画

潅概計画は､ 80,494haを潅概するものである.潅概は､カリフ期のみの潅概となるo

計画の作付け体系は下記の通りとしている｡

作期 作物 面積(ha) 割合

カリフ 水稲 800

ソルガム 18,717

落花生 41,888

豆類 11,736

トウモロコシ 17,908

2.24

19.76

44.23

12.39

18.92

合計 80,494 1 00

1.3.4 総合所見

カルナタカ州からは､ ADCA調査対象の案件として､

ビマ･ポンプ(BhimaLi血)潅概計画,

ガタプラバ(Gbataprabba)Ⅲ潅概計画,

マラプラバ(Malaprabba)潅概計画,

トウンガ上流(upper nlnga)潅概計画,

ハリナラ､マルカンデヤ､シンガツル-ル(Harinala,
Markandeya and

singatlⅦr)潅概計画

の5事業案件が挙げられていたが､調査の結果､ ｢トウンガ上流潅慨計画｣以外の4

案件は､ポンプ潅慨であり維持管理に問題があること､既に事業が開始されているこ

とにより｢トウンガ上流潅概計画｣を検討案件として取り上げた｡

本案件は､既存潅概地区の拡張であるが､取水工､潅親水路は､既存潅概地区の潅概

に支障を来すことを避けるため新規に建設される｡計画地区は､シモガ､ダバンネガ

ラ､及びハベリ県の3県の早ばつ常習地区で､指定部族･指定カーストの人口比率の

高い社会経済的後進地区であり､視察した地区の農民の開発要求､州政府の開発意向

は強い.本案件は､開発面積が約80,000haと大きく､しかし､中央政府水委員会(cwc､

central Water Comission)が決定している本案件に振り分けられている水量(allocated

water in Krislma river basin)は残り少ないため､潅概供給量を少なくして広い潅概面

積･多くの受益者を目指した計画となっている｡水路の上流10kmの工事は､開始さ

れたが予算不足で進捗が悪く､また､取水エの調査設計は完了しているが予算不足で

工事が開始できないでいる｡

既に述べたとおり､計画地区は早ばつ常習地区で社会経済的後進地区であり､本案件

は､国家･州政府の開発政策に掲げる｢社会的弱者層､貧困層の収入･生活向上｣､ ｢食

料の安定的生産｣の目標に合致し､開発の必要性は非常に高い｡また､当州に振り分

けられているトウンガ川の水量は現在未利用で下流に流されている状態であり､本案

1-17



件は､国家･州政府の潅概セクターの開発政策である潅概資源の有効利用にも大いに

頁献する｡州政府は､地区別に担当する潅概公社を潅概省の下に設立し､潅概事業の

実施､維持管理をその公社に移管した.本案件は､ 1999年8月に設立された潅概公社

Karnataka NeevaraviNigam Limitedに､潅濃省の全ての関係職員が移管され､そのもと

で建設･運営されることになっており､その公社の先駆的事業となるo

しかし､利用可能水量に比べ受益地区が大きく開発事業費は大きいが､潅概は雨期作

のみとなり事業便益は小さいため､事業の経済効率は低い｡多くの項目に関する中央

政府の開発承認は得られているが､匡慨的資金援助を受けるためには､事業実施後の

農民の維持管理を可能とする自立できる農業の確立を念頭において事業の適正規模

を検討する必要がある｡
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インド国

アンドラプラデシュ州貧困地区小規模ため池潅渡計画

要請状(案)



Application for the

Technical Cooperation (Development Study)

By the Government of Japan

1. PIT)jectDigest

(1) PmjectTitle
The Study on Farmers'Managed Small Scale Impound Project in Backward

Areas in Anbra Pradesh State

(2) IJOCation

six Districts ofAndhra Pradesh
State (Referto Attachment -1)

(3) ImplementationAgency

lrrigation and CAI) Department, Government ofAndhra Pradesh State

(4) Justification of the Project

Present conditions of the sector

Agriculture with itsal1ied activities is
a key sector in India's economy,

contnbuting 32% of the Gross Domestic Product (GDP) and 69% of

employmentin1991･
Due to population growth, the average size of

operationalagrlCulturalholdings
has dropped from 2･7 hain1960-61 to l･7 ha

in1985-86･ Thusincreaslng land productivity
is the main challenge to

overcomlng population growthand maintainingrural income･ Therural

economic growth in India
has a significant effect on poverty alleviation

as the

bu比of the consumption gralnS tO the poorpeople since the 1970s are attributed

to the directand indirect bene丘ts of agriculture growth･ Higher yields helped

reduce absolute poverty throughinduced wage employment and on-farm

pro ductivit y･

The net irrigated area has grown to about 45･1mi11ion
hain1989190,and

represents about 32･4 % of the net
sown area of the county･

Only about 36% of

the net sown area (15.9mi11ion ha) is irrigated by public canal systems, while

private tubewells, tanksand shallow tubewells account
for the remainder･ At

least three-fourths of India's agricultural growth since
1947 stems from the

synergy of fertilizers, improved crop varieties and
irrigation･ mle血igated

cereal yields are over twice those of rain fed cereals, their average yield
is about

one,third below the cereal average of theAsian continent･

In predominantly agncultural base-states, achieving the targeted
level of

∝ono血c development win not be possible without a considerable emphasis
on

better water resources management･ To this end, the concept of bene丘ciary

water management isintroducedand transfer of management of irrigation

system to the water user bodies
is cu汀ently undertaken･
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The Government of lndia jointlywith the State Governments has dra鮎d an

Approach Paper to the Ninth Plan 1997-2002･

The development strategy of the county fbcussed at sustained agrlCultural

grov^h and development, food security, povertyal1eviation, environment,

human resource and in丘astructure development, reducing reglOnal
imbalance,

developlng Private sector,
improving environmental protection and natural

resource conservation, strengthening institutions,increaslng the role of

beneficiaries and non-governmental organizations (NGOs)･ Thus development

of agricultural/irrigation sector is given the highest priority
in the national and

state development policies to ensure the above-mentioned
development strategy･

Approach to agricultural sector in the Ninth Plan lays emphasis on:

(i) Enhanclng productivity ofland by more now offunds to agriculture and

implementlng land reforms･

(ii) Ensuring efficient use of water and soil･

(iii) Proper targeting would increase eaectiveness･ Ninth Plan will target

anti-poverty and employment programs towards thevu1nerable, the rx)or,

in areas of acute deprivation･

(iv) In water scarce region, emphasis will be laid on efficient water

harvesting and conservation methods and teclmologleS, Suitable

irrigation packages based on watershed approach and promoting

appropriate farmlng Systems tO increase productivity･

(v) I.and reform programs asanti-poverty strategy will include:
･ Detention and redistribution ofceiling surplus

land,

Updating of land records regularly,

Tenancy reforms for recording rights of
tenants and share croppers,

Consolidation of holdings,

Preventing alienation of tribal lands,

Providing access to fX)Or groups On Wasteland and common

properties,

Permitting leasing ln and leasing Out Within ceilings,and

preference to women in distribution of ceiling land and protecting

their rights on land･

Problems to be solved in the sector

A訂iculture in India is still a key sector, contributing 69% of employment,

althoughthe proportion of the agriculture sector contribution
to GDP tends to

decrease･ Despite the those important roles, the agricultural production
is

stagnating, due to the di氏culty of expanding cultivation
areas, decrease of

farmland attributed to soil degradation,and slowdown of irrigation development

by the budget decrease･ On the other hand, the population isincreasing,and

ma)ority of thepeople inhabitsintherural areas･ Most of theruralpeople

belong to the poorandvu1nerable sections such as scheduled castes, scheduled

tribes and other backward tribes.
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Due to the population growth, the average size of operational agricultural

holding is dropped丘om the 2･7 ba in 1960-61 to l･7 ba in 1985-86･ The small

farm household families con&ont the difrlCulties of
introduction of advanced

agricultural technology and access
to agricultural credit, lack of agricultural

operation fund, etc･ Thus the increaslng land productivity
is the main

challenge to overcomlng population growth and e血anclng rural
income･

The cu汀ent levels of quantity and quality of
lndian diet are still below the

normal level, particularly thevu1nerable sections･ To ensure the
food and

nutritional security for the national, particularly
for thevulnerable sections, the

stable agricultural productionand growth are one of the subjectsof the
highest

priority in the national and state development policies･

Outline of the Project

Tle proposed projectsare located
in upland hilly areas predominantly

inhabited

by tnbesand socially and economically
backward communities･ These areas

arefully rain fed and devoid of any
irrigation facilitiesand the farmers practice

age-old traditionalmethods of cultivation･ Majority of the inhabitantsinthe

project areas
belongs to scheduled castesand scheduled tnbes and other

backward castes. The projectareas are characterized with socialbackwardness,
low productivity, poverty, and unemployment･

To overcome the those constraints, the proposed projectaims:

･ To ensure sustainable agriculture,

･ To enhance crop productionand productivity,

･ To minimize poverty,
･ To enhances the purchasing capability of the

individuals･

In order to enhance crop productivity and production on the farm holdings, the

small scale irrigation facilities with impounds will
be constructed･

The project purrx)seincludes the beneficiary participatory management of

agricultural productionandrural infrastructure as well as the strengthening of

concerned government agenciesinproviding the agriculturalsupport services to

the socio e00nomicauy backward groups･

Pur甲Se (Short-termobjective)of the Project

The purpose of the projectstudy
is to draw up an implementation program for

"Farmers Managed Small Scale Impound Project"for increase of income and

food production, and enhanclng living standards of social
backward groups･

Tbeyare:

(a) To construct small dams and small impounds,

(b) To construct irrigation and drainage facilities, and ruralinfrastructure such

as rural roads, rural water supply facilities at an appropriate
level,

(c) Tointroduce improved irrigated agriculture,
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(d) To activate farmers organizations responsible for O&M of irrigation

facilities, water managementand, jointpurchase of agricultural input and

jointselling of output,

(e) To improve and strengthen the supporting system for guidance to farmers

organizations as to agricultural production,

(i) To improve and strengthen the agricultural market system,

(g) To impr.ove and strengthen the relevant government agencies related
to the

prqjectlmplementation･

Goal(long-ternobjective)of the Project

The goal of the Projectis to set up sustainable agricultural production system
in

the rural area resulting in the
increase of income and agricultural production丘)r

the socially and economically
backward groups･ The successful

implementation of the Project is expected to enhance productivity of land,

ensure efBcient use of waterand
land, supportantl-poverty and employment

programs, and promote the participatory
irrigation management･

The envisaged projectaims at the
increase of income (income.g?neration)and

agricultural production (food security)
for small scale far甲ersln Irrigated areas

by means of construction of small scale
irrigation -pounding schemes

(effectiveuse of agricultural resources.base)and
introduction of improved

agricultural practices･ The irrigation
facilities will be transferred to

farmers

associations under the uAndhra Pradesh
Farmers Management of Irrigation

System Act"･

From these standpoints, it is clear that the priority of the envisaged prワject
is

very bigb in the national and state development policies･

ProsTutive beneficiaries

The Projectwillbenefit the small scale farmers in the following areas, which

mostly belong to socially and economically
backward sectionsas well as the

Department of Imigation and CAD as the implementation agency･

(a) Backward north coastalAndhra VIZianagram district)

(b) Upland hilly area in East and west Godavari(West and
West Godavaridistrict)

(c) Droughtprone area (Cuddapa district)

(d) Upland hilly area (EbaⅡ皿m district)

(e) Hilly tribalarea (Adilabaddistrict)

(5)

TDheeSkpa,b.1AosreScdheevdeu.1.epdiie:te
sotfutdhye

nceoe;smte.ncbeemce.ni:fetnhceedPriOnjetchte
ear.y m｡n.h.f

2001/2002 so as to renect the study result
in implementation of the State's

vision 2020 and start the model pro]ectwithin the period of the present Ninth
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3.

Development Plan･

(6) Expectedfunding source and/or assistance (includingexternal origin)
The Government of India expects thefinancial assistance

from Japan for the

development of the model development project･

(7) Other relevant Project: None

Terms of Rere代mCe Of the Proposed Study

(referto Attachment ･2)

Facilities and information for the study team, etc･

(1) Assignment of counterpart personnel of the
implementation agency for the study

The implementation agency; the Department of
Irrigation and CAD, Govemment

ofAndhra Pradesh, will take responsibility
for asslgnment Of counterpart

personnel corresponding to a number of Study Team members
to be orgamized

by the Government ofJapan･

(2) Information of the security in the Study Area

Tbere is no problem regarding security in the study area and the
State･

GlobaL Issues (Environmental, Women in I)evelopment, Poverty, etc･)

(1) Environmental components of the Project
lt is proposed to conductanenvironmental study in the course of the prorx)sed

study, since the Prqject works will include water resources development and

introduction of improved agricultural practices･ However, the prqjectwill
be

programmed to promote appropriate practices of water managementand

agronomic soil erosion control with
bene丘ciaries'participation in order to

promote the effective use of water and
land resources･

(2) Anticipated environmental impacts by the Project
with introduction of improved irrigation and

farmlng Practices, negative
impacts

are predicted on soil contamination by increased use of fertilizers and agro-

chemicals, and changes in surface/ground water
hydrology and water quality

with irrigation farmlng, although those are expected to
be limited･Whereas

positive impacts are expected on creation of green vegetation areas, checking of

deterioration of agrlCulturalresdurces base like soils, water, 1nCreaSe Of job

opportumity in rural areas, and increase of income of rural people･

(3) Women as mainbene丘ciariesornot

Although the women are not main beneficiaries, the Projectwill bring significant
benefits to women in the rural area

from agricultural and rural development of

tbe Prqject. The increase in income and丘)od production will result in reducing

the poverty from rural population,and the burden of women･
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(4) Projectcomponents which requlreS Special considerations
fわrwomen

women's participation in agricultural production and O&M of irrigation and

ruralinfrastructure.

(5) Anticipated impacts on women caused by the Project

a) More participationinagricultural production and processing activities,

b) Income increase of women,

c)Alleviation of jobs
in carrying waterwith projectimplementation ofrural

water supply facilities and roads･

(6) Poverty reduction components oftbe Prqject
The income and job opportumity generation is one of the main objectivesof the

Project.

(7) Any constraints against the low income people caused by the Prqject
The low income people is the main target group of the Projectfor improvlng

tbeir income and social status.

Undertaking of the Government of Andhra Pmdesh State

(1) In order to facilitate smooth and efficient conduct of the Study, the
State

Government of Andbra Pradesh shall take necessary measures:

(a) To secure the safety of the Japanese Study Team,

(b) Topermit the members of the Japanese Study
Team to enter, leave and

soJOurn in lndia fわr the duration of their asslgnment therein, and exempt

them丘om foreign registration requlrementS and consular
fees;

(c)To exempt the members of the Japanese Study Team from taxes, duties, fees

and any other charges on requlrementS, machinery and other materials
to be

brought intoand out of India for conduct of the Study･,

(d)To exempt the members of the JapaTeseStudy Team from income tax and

charges of any kind imposed on or ln connection with any emoluments
or

allowances paid to the members of the Japanese
Study Team for their

seⅣices in connection with the implementation of the Study;

(e)To provide necessary facilities to the Japanese Study Team for remittance?s
well as utilization of the funds introduced

into India &om Japan ln

connection with the implementation of the Study;

(i)To secure permission for the members of the Japanese Study Team to enter

into private properties of restricted areas for the
implementation of the

Study;

(g)To secure permission for the members of the Japanese Study Team to take

all data, documents and necessary materials related
to the Study, including

maps and photos, out of lndia ; and,
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(h) To provide the Japanese Study Team with medical services as needed, the

expenses of which shall
be chargeable to the members of the

Japanese Study

Team.

(2) The State Government of血dbra Pradesb shall bear claims, if any arises against

the members of the Japanese
Study Team resultingfrom, occurrlng in the course

of, or otherwise connected with the discharge of their
dutiesinthe

implementation of the study'except when such claims arise &om gross

negligence or wil血I misconduct of the part of the members of the Japanese

Study Team･

(3'
Tahpean:seepNstt:deyntT:afよ?ngdatiao.:.:sd.EeT..a,cdtin;tii:ebC.Oduyn;:r?ealna.ia.gnenwCiYhtO..thee,
government and non-government organizations concerned

for the smooth

implementation of the Project･

The State Government ofAndhra Pradesh assured that the matters referred
in this form will

be ensured for smooth conduct of the
development study by the

Japanese Study Team･

On behalf of

the Government of the A皿dbra
Pradesb State
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II. TERMS OFREFERENCE

2.1 Backgmund and JustirICation of the Study

Agriculture with its allied activities
is a key sector in lndia's economy, contributing

32% oftbe Gross Domestic Product (GDP) and 69% of employment in 1991･ Due to

population groⅥ叫the average size of operational agricultural
holdings has血opped

丘om 2.7 ha in 1960-61 to 1.7 ba in 1985-86･ Thus increaslng land productivity is the

main challenge to overcomlng population growth and maintalnlng rural
income･ The

rural economic growth in India has a significant effect
on poverty alleviation as the

bulk of the consumption grains to the poor people since the
1970s are attributed to the

血ect and indirect bene丘ts of agriculture growth･
Higher yields

helped reduce

absolute rx)verty through
induced wage employment and on-farm productivity･

The net irrigated area has grown to about 45･1 million
ha in 1989-90,and represents

about 32.4 % of the net sown area of the county. Only about 36% of the net sown area

(15.9 million ha) is irrigated by public canal systems, while private tubewells, tanks and

shallow tubewells account
for the remainder. At least three-fourths of India's

agricultural growth since
1947 stems from the synergy of fertilizers, improved crop

varieties and irrigation･While
irrigated cereal yields are over twice those of rainfed

cereals, their average yield is about one-third
below the cereal average of the Asian

continent.

In predominantly agricultural base-states, achieving the targeted
level of economic

development will not be possible without a considerable emphasis on better water

resources management･ To this end, the concept of beneficiary water management
is

introduced and transfer of management of irrigation system to the water user
bodies is

currently undertaken･

2.2 JustirlCation of Japanese Technica] Cooperation

The main reasons why the Government of India/the State Government ofAndhra

pradesh request the technicalassistance of the Government of Japan for execution of

the Study on the Projectare:

(1) The Government of lndia/State Government of Andhra Pradesb
intend to request

tbe Government of Japan丘)r assistance to realize the prワject
to be丘'rmulated

througb the Study,

(2) Japan has long experience of implementation and O&M of small scale irrigation

projects with participation of
farmers beneficiaries under the Government

assistance and guidance, which will be effectively utilized
for
project

implementation,

(3) The Government of Japan has many experiences
in technical and丘nancial

assistance for realizing the projectsin agriculture and
irrigation sectors of India,

and is currently providing the Bnancial assistance
in executing the KC Canal

Modernization Project inAndhra Pradesh State whichare the most suitable for

integrated methodology for implementation of the Project･
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2.3 0bj∝tives of the Study

The
objectivesof the

Study are:

(1) To conduct afeasibility study on the "Farmers Managed Small Scale Impound

lrrigation Projectin Backward Areas" inAndhra Pradesh State to ensure more

profitable agricultureand higher standards of living
for socially and economically

backward groups through small scale impounding lrrigation development, and,

(2) To carry out,inthe course of the Study, technology transfer to the counterpart

perso皿el concerned of the A皿dbra Pradesb Government･

2.4 Stt)dy Area

The Study area consists of nine development areas locatedin6 districts ofAndhra

Pradesb State. The schemes consist of

(1) Tarakarama Impound Scheme in Vizianagaram District (12,210 ha)

(2) Peddagadda Impound Scheme in Vizianagaram District (4,940 ha)

(3) Surampalem lmpound Scheme in East Godavari District (4,739 ha)

(4) Bhupatbipalem lmpound Scheme in East Godavari District (4,897ba)

(5) Kovvadakalva plmpound Scheme in West
Godavari District (4,175ha)

(6) Ⅵ1ugallu lmpound Scheme in Cuddapah District (9,600ba)

(7) Palemvagu lmpound Scheme in E血ammam District (4,100ha)

(8) Ⅵrravagu lmpound Scheme in Adilabad District (4,452ha)

(9) Suddavagu Impound Scheme in Adilabad District (5,666ba)

2.5 Scopeof the Study

2.5.1 Genera] Description

The scope of the Study will comprlSe the丘)1lowlng:

(1) Water resources development plan by constructing small scale
impounds,

(2) Irrigation and agricultural development plan within establishment of new small

irrigation schemes, including O&M and water management plan,

(3) Formation of farmers'organization responsible for O&M of irrigation facilities,

water management, and agricultural production,

(4) Marketing improvement plan for agricultural products,

(5) Rural development plan putting emphases on improvement of rural water supply

and rural road networks,

(6) institutional supportand human
res?Trees

development plan for strengthening

institutional support services and tralnlng government Staff and key farmers for

activities of O&M of irrigation
facilities, water management,and agricultural
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pro duct ion,

(7) Environmental impact assessment for revealing the natural and social

environmentaleffects
by agricultural development activities for protecting

environmental degradation in each areas, and

(8) Formulation of the optimum agricultural development plan with technical and

economical viabilityinthe manner of phased development and recommendation

for early implementation of the Project･

The study will consist of tbe丘)1lowing two (2)stages

･ Stage-Ⅰ : Field suⅣey and master plan study fわrthe
Study area

･ stage-II : Feasibility study for development schemes on the basis of

the basic development plan

2･5･2 Stage-I : Field Survey and Master Plan Study forthe StudyArea

(1) Collection and review of the existing data and infわrmation coverlng the

followlng:

･ National and reglOnal development policies and plans,

･ Agricultural sector policy,

･ Socio-economic conditioIIS,

･ Existingand planned development projectsrelevant to the
Study,

･ Roles and budgetary allocations of government
institutions relevant to

the Study, especially those relating to the irrigation sub-sector

I_aws, decrees, acts and regulations relevant to the Study including

those relating to the land tenure system, water rights and water charge,

Agricultural conditions including yields, extension systems, and post

harvest and marketing facilities,

physical conditions of irrigation facilitiesincluding system
design and

O&M,

Agriculture related natural conditions including meteorology,

torx)graphy, geology, hydrology, soils and vegetation,

Accessibility to improved seeds, fertilizer and agro-chemicals,

Rural organizations and cooperatives relevant to the
Study, especially

the farmers organizations,

Rural infrastructure conditions,

Marketing conditions, particularly value additions and contract

grOWlng,
･ Environmental conditions,
･ Activities of non-governmentalinstitutions,
･ Formal and informal creditinstitutions,

･ Others.

(2) Field Survey and investigation

a) Hydrological survey,including measurement ofriverflows,
inventory of
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existing meteorological gauging Stations, water sampling
for sedimentation

and water quality analysis,

b) Inventory survey for evaluating existing irrigation schemes putting

empbasis on the major technical constraints
to the O&M and water

management,

c)
Inventory survey for evaluating present marketing

facilities for agricultural

products,

d) Agricultural and agro-economic.survey by means of interview survey
for

evaluating current land use,
farmlng practices, crops and cropplng Patterns,

crop yields, agricultural support seⅣices, prlCeS Of crops, marketing of

agricultural products and inputs, etc･

e) Inventory survey
for evaluating present condition ofruralwater supply and

road networks,

f) Socio-economic survey,

g)
Environmental observation in and around the

Study area for conducting

lnitial Environmental Examination (IEE) for the Study area,

(也) Investigation on women involvement in the activities fわr the agricultural

development in the study area, and

(i) Execution of PC (PrqjectCycle Management) workshop and prepara土ion of

prqjectdesign matrix (PDM)･

(3) Water resources development studies

a)
studies on availability and possibility of water use ofsurfacerunoff,

b) Identi丘cation of present constraints to water utilization with respect to

sedimentation, water quality'and sustainability of natural environment, and

c)Alternative water
development plan for irrigation and rural water supply

purpOSeS･

(4)
Ia;igatiovnalduea:ie.lnop.?e,n,tess:unfice三ndi.ions｡f imigati｡n hcilities t. cINify.echnical

constraints to smooth and effective operation and
to clarify an extent of

rehabilitation works,

b) Evaluation of present irrigation methods and water management system of

existing small scale irrigation schemes and recommendation of suitable

irrigation methods and system
for maximum and effectiveuse of water and

land resources,

c)
Preparation of preliminary layout of irrigation schemes,

d) Preparation of development plan of irrigation schemes on the
basis of soils,

1and capability, and water availability, and

e)
preparation of an implementation planof irrigation schemes in priority

order.

(5) Agricultural and socio-economic studies

a)
Evaluate all available data related to present land use., soil classification,

cropplng Pattern, Crop yields,
input levels, and farmlng Practices

in the

Study area,

b) Recommend practical and suitable cropping pattern,
farming practices,

1nput level and labor requ汀ementS,

c)Assess the present agricultural support services and recommend
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appropriate measures
to strengthen those seⅣices under the project,

d)Assess the current activitiesand institution of farmers associationand

recommend appropriate plan
for establishing the

farmers association in the

Study area,

e)
clarify present prices and marketing system of agricultural products and

farm Input,

f) Evaluate farm budgets for typical farm households under the Project･

(6)

Buralinxfar:sit::C:?erseeSnt.u:eyt_up｡fru,a. infrast,uc.u,e suchぉrural road netw｡,ks,

rural water supply,

b) Prepare improvement plan of ruralinfrastructures under the Project･

(7)芸arkestti:ypr?hVeemp::!eSiTdLNketingsys.em ｡f ag,icultu,al products; ,｡utes ｡f

innow and outflow, quantities of products
handled, organizations handling

the present marketing,

Examine the present set-up of existing agro-marketing
facilities such as

marketing yards, storage houses, post-harvest
facilities,

prepare improvement and strengthening plan of marketing
facilities under

the Project,

`8'

S,trengstthuedn;n.gheOfi:es:1:nu.ti?:a.1i.SuutT.pnoarltset up. putting emphasis on the Gelds of

irrigation, agriculture, marketing'envlrOnmental monitoringinthe Study

area, and clarify the present constraints to
institutional support,

b) Prepare improvement and strengthening plan f♭r institutional support

system including tralnlng Programs for government staff to be engaged in

tbe Prqject

(9) Environmental assessment and women involvement studies

a)
conduct Imitial EnvironmentalAssessment (IEA) to clarify the present

constraints to the agricultural
development inand around the Study area

and grasp the impact on social and natural environment
tO be caused by the

Prqject implementation,

b) Clarify women involvement in the present development activities and

assess those under the prqject
implementation,

2･5･3 Stage･IIFeasibility Study on development schemes

The feasibility study will be carried out for the
development schemes･ The Study will

cover the following items:

(1) Preparation oftorx,graphic maps on scale of 1:5,000 for the priority schemes,

(2)
i:sp.1cei;t:.n::tiocn.:sf.rFuec:1Tnility.fSuraVge,yicubly.u:aa?h

i6:ftdast(,slrc:unSi:,eninegnvohf.nf:emnetrasI
conservation, projectevaluation, etc･)

(3) Execution ofpublic hearing meeting on the proposed development plan (draft),

(4) Preparation ofpreliminary design,
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(5) Formulation ofO&M plan for project
facilities,

(6) Formulation ofagricultural support seⅣices,

(7) Implementation schedule of the Project,

(8) Procurement schedule of construction materials and equlpment,

(9) Costestimate,

(10) Projectevaluation,

(ll) Preparation ofDra氏Final Report,

(12) Preparation ofFinal Report･

2.3.4 伽nsferofTeclmology

Throughout the course of the Study'transfer of technologyand tralnlng Will be

provided to counterpart personnel
by the Study Team in the following丘elds:

(1) Investigations and study for every lines of the
Study Team members, and

(2) Plannlng Ofsustainable O&M丘)r irrigation scbemes･

The above transfer of technology will
be carried out in the form of on-job-tralnlngand

seminar during the course of the
Study･ Overseas tralnlng Will also be programmed･

2.6. Study Schedule

The required period for execution of the
Study is 6 months for Stage I and 5 months

for

Stage II as shown in Attachment ･2･

2.7 Reporting

JICA will prepare and submit the
following reports tO the

Department of Irrigation and

CAD of the Government ofAndhra Pradesh State.

Inception Report:

Progress Report I:

Interim Report :

Progress Report II:

Dra允 Final Report

Final Report:
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English at the start of Phase-I Geld work

English at the end of Phase-I field work

English at the start of Phase-II 丘eld work

English at the end of Phase-II丘eld work

copies in English at the end of Phase-II
home ofBce

Government ofAndhra Pradesh State shall submit

written comments on the DⅣR to JICA within one month after

recelVlng the reports

Fi氏y (50) copies in English in two months after the receipt of

comments from the Government ofAndhra Pradesh
State.
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App]ication for the

Technical Coopemtion (Development Study)

By the Goyernmemt oりapal1

1. PmjectDigest

(1) ProjectTitle
The Study on Upper Tunga Irrigation ProjectinKarnataka State

(2) I･ocation
simoga, Chitradurga and Dharawad Districts of瓦-ataka State (Refer to

Attachment
･1)

(3) ImplementationAgency

Imigation Department, Government of Karnataka
State

(4) Justification of the Project

Present conditions of the sector

Agriculturewith itsal1ied activities is a key sector
in India's economy,

contnlMting 32% of the Gross Domestic Product (GDP)and 69% of

employmentin1991･ Due to IX)Pulation growth, the average size of

operational agricultural holdings
has dropped from 2･7 hain1960-61 to l･7 ha

in1985-86･ Thusincreaslng land productivity is the mainchal1enge
to

overcomlng population growth and maintainingruralincome･
Therural

economic growth in India has a significant effect
on poverty alleviation as the

bulk of the consumption gralnS tO the poorpeople since the 1970sare attnbuted

to the directand indirect benefits of agriculture growth･
Higher yields helped

reduce absolute poverty throughinduced wage employment and on-farm

pro dud ivity･

The net irrigated area has grown to about 45･1 million hain1989-90,and

represents about 32･4 % of the net sownarea of the county･ Only about 36% of

the net sown area (15.9mi11ion ha) is irrigated by public canalsystems, while

private tubewells, tanks and shallow tubewells account
for the remainder･ At

least three-fourths of India's agricultural growth since
1947 stems from the

symergy of fertilizers, improved crop varietiesand
irrigation･ While irrigated

cerealyields are over twice those ofrain托d cereals, their average yield
is about

one-third below the cereal average of theAsian continent･

In predominantly agriculturalbase-states, achieving the targeted
level of

economic development will not be possiblewithout a considerable emphasis on

better water resources management･
To this end, the concept of

bene丘ciary

water management isintroducedand transfer of management of血igation

system to the water user bodies is currently undertaken･
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The Government of India jointlywith the State Governments has dra鮎d an

Approach Paper to the Ninth Plan 1997-2002･

The development strategy of the county
focussed at sustained agricultural

growthand development, food security, poverty alleviation, environment,

human resource and in丘astructure development, reducing reglOnal imbalance,

developlng private sector, improvlng environmental protection and natural

resource conservation, strengthening institutions,increaslng the role of

beneficiaries and non-governmental organizations (NGOs)I Thus development

of agricultural伽igation sector
is given the highest priority

in the national and

state development policies to ensure the above-mentioned
development strategy･

Approach to agricultural sector
in the Ninth Plan lays emphasis on:

(i) Enhancing productivity of land by more flow offunds
to agricultureand

implementing land refbrms･

(ii) Ensuring efficient use of water and soil･

(iii)Proper targeting would increase efEectiveness･ Ninth Plan will target anti-

poverty and employment programs towards the -1nerable, the poor,
1n

areas of acute deprivation･

(iv) In water scarce region, emphasis will be laid on efficient water
harvesting

and consen/ation methods and tecbnologleS, Suitable
irrigation packages

based on watershed approach and promotlng appropriate
farmlng Systems

to increase productivity･

(v) hnd reformprograms as anti-poverty strategywill include‥

･ Detention and redistribution ofceiling surplus
land,

･ Updating ofland records regularly,

･ Tenancy reforms for recording rights oftenants and share croppers,

･ Consolidation ofboldings,
･ Preventing alienation oftribal lands,

･ providing access to rx)or groups on wasteland and
common properties,

･ permitting leaslng ln and leasing Out Within ceilings, and

･ preference to women in distribution ofceiling land and protecting their

rigbts on land･

Problems to be仙the sector

Agriculture in India is still a key sector, contributing
69% of employment,

although the proportion of the agriculture sector contribution
to GDP tends to

decrease･ Despite the those important roles, the agriculturalproduction
is

stagnating, due to the
difficulty of expanding cultivation areas,

decrease of

farmland attributed to soil
degradation, and slowdown of irrigation

development

by the budget decrease･ On the other hand, the population
is increasing, and

majority of the people inhabits
in the rural areas･

Most of the rural people

belong to the poor and -1nerable sections such as
Scheduled Castes, Scheduled
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Tribes and other backward Tribes.

Due to the population growth, the average size of operational agricultural

holding are dropped from the 2･7 ha in 1960-61 to l･7 ha in 1985-86･ The

small farm household families confront the
difficulties of introduction of

advanced agricultural technology and access
to agricultural credit,

lack of

agricultural operation fund, etc･ Thusthe increasing land productivity is the

main challenge to overcomlng population growth and enbanclng rural
income･

The current levels of quantity and quality of Indian
diet are still below the

normal level, particularly the -1nerable sections･

To ensure the foodand nutritional security for the national, particularly
for the

Ⅶ1nerable sections, the stable agricultural production and growth
are one of the

subjectsof the
highest priority in the nationaland state development policies･

Outll'ne of the Project

It is proposed to cover the water scarcity hit and drought prone area of the

districts of Haveri, Davanagereand Shimoga･ Thepeople of this area are

mainly dependent on agriculture for their livelihood･ These areas are fully

rainfedand devoid of any irrigation
facilities and the farmers practice age old

traditional methods of cultivation. Majonty of theinhabitantsinthe Project
areas belongs to scheduled castesand scheduled tri1)es and other backward

castes. The Project areas are characterized with social
backwardness, low

productivity, poverty, and unemployment･

To overcome the those constraints, the proposed Projectsaim at the following:

･ To ensure sustainable agriculture,
･ Tb e血ance crop production and productivity,
･ To minimize poverty,

･ To enhances the purchasing capability oftheindividuals･

The Upper Tunga Irrigation Projectis the rehabilitationand extension Projectof

the existing血igation Project. The Projectworks consist of modification of

the exisiting Tunga diversion weir andintake, construction of new
irrigation

canal facilities to a totalextent of
80,494ha.

The Government of Karnmika
State set up Kmataka NeeravariNigam

Ltd.(NL) to implement major and medium
irrigation

projectsinthe
Kishna

Basinother than Upper Kishna Project･ The Upper Tunga Imigation Project
will be implemented by KNNL accordingly･ In addition to the government

policy
-
of privatization of the govemment irrigation sector, the beneBciary

participatory management of irrigation facilities will be
introducedinto the

irritation
projects.

The Projectpurposewill include the organ1Zlng the water

users associations which willfunction
for the pioneer Project

for participatory

irrigation managementinthe
State･
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Purpse (short-terTnObjectiyc)of the Project

The purpose of the Projectstudy is to draw upanimplementation program
for

"upper Tunga Irrigation Project"for increase of income and food production,

and enhancing living standards of social
backward groups･ They are:

(a) To construct Tunga diversion weir,

(b) To construct irrigation and drainage facilities, and ruralinfrastructure such

as rural roads, rural water supply
facilities at an appropriate

level,

(c) Tointroduce improved irrigated agriculture,

(d) To activate farmers organizations responsible for O&M of irrigation

facilities, water managementand, jointpurchase of agricultural input and

jointselling of out put

(e) To improve and strengthen the supporting system for guidance to farmers

organizations as to agricultural production,

(i) To improve and strengthen the agricultural market system,

(g) To improve and strengthen the relevant government agencies related to the

Projectimplementation･

Goal(long-ternobjective)of the Project

The goal of the Projectis to set up sustainable agricultural production system in

the rural area resulting in the increase of
income and agricultural production for

the socially and economically backward groups･ The successful

implementation of the Project is expected to G血ance productivity of
land,

ensure efBcient use of water and soil, support antl-poverty and employment

programs, and promote the participatory
irrigation management･

The envisaged prqjectaims at the
increase of income (income.generation)and

agricultural production (food se.curity)
by means of constructlOn Of irrigation

facilities (effectiveuse of agricultural resources base) and introduction of

improved agricultural practices･ The irrigation
facilities will be transferred to

farmers associations under the concept of participatory
irrigation management･

From these standpoints, it is clear that the prlOrity of the envisaged project
is

very high in the national and state
development policies･

ProsTutl've beneficiaries

The Projectwill benefit the small scale farmersinthe water scarcity hit and

drought prom?
areas, which mostly

belong to sociauy and economicauy

backward sectlOnS.

(5) Desirable or scheduled time of the commencement of the Project
The prorx)sed development study needs to be commenced

in the early month of

2001/2002 so as to reflect the study result in implementation of the State's

development plan and start the Projectwithin the period of the present Ninth

Development Plan･
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(6) Expectedfunding sourceand/or assistance (includingexternal origin)
The Government of India expects the丘nancial assistance

from Japan for the

implementation of the Prqject･

(7) Otber relevant Prqject: None

Terms of Reference of the Proposed Study

(referto Attachment ･2)

Facilities and infTormation for the study team, etc･

(1) Assignment of counterpart personnel of the
implementation agency for the study

The implementation agency; the
Department of lrrigation, Govemment of

Karnataka State, will take responsibility
for assignment Of counterpart personnel

corresponding to a number of Study
Team members to be organized by the

Government of Japan･

(2) Infbrmation oftbe security in the
Study Area

Tbere is no problem regarding security
in the study area and the

State･

GLobaI Issues (EnvimnmentaI, Women in Development, Poverty, etc･)

(1) Environmental components of the Project
lt is proposed to conductanenvironmental study in the course of the proposed

study, since the Prqject works will include water resources development and

introduction of improved agricultural practices･
However, the Projectwill be

programmed to promote appropriate practices of water management and

agronomic soil erosion control with beneBciaries'participation
in order

to

promote the effective use ofwaterand soil resources･

(2)
3.ticiiPn:,t.edduec:Y.uno.nfmiemn;arとi:dPafCIsmblyngh,e,aPcrtoiJ;eeCst,negative im｡ac.s are ,redicted

on soil contamination by increased use of fertilizers and agro-chemicals, and

changes in surface/ground water
hydrology and water quality with irrigation

farmlng, although those are expected
to be limited･Whereas positive

impacts

are expected on creation of green
belts in the irrigation areas, checking of

deterioration of agricultural resources
base like soils, water,

increase of job

opportmity ln rural areas, and increase of income of rural people･

(3)器hm.eung岩sthmeain.bmeenne慧a:te.s£三innOieneficiNies,the P,.)ectwill b,ing significant

benefits to women in the rural area from agricultural and rural
development of

tbe Prqject. The increase in income and丘,od production will result in reducing

the poverty from rural population,and the burden of women･
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(4) Projectcomponents which requires special considerations
for women

women's participationinagricultural productionand O&M of irrigation and

rural infrastructure.

(5) A山icipated impacts on women caused by the Project

a) More participation
in agricultural production and processing activities,

b) Income increase of women,

c)Alleviation of jobs
in carrying water with Projectimplementation of rural

water supply facilities and roads･

(6) Poverty reduction components of the Project
The income and job opportumity generation is one of the main objectivesof the

Project.

(7) Any constraints against the low income people caused by the Project
The low income people is the main target group of the Projectfor improving

their income and social status.

Undertaking of the Government or Karnataka State

(1) In order to facilitate smoothand efficient conduct of the
Study, the State

Government of Karnataka shall take necessary measures:

(a) To secure the safety of the Japanese Study Team,

(b) To permit the members of the Japanese Study Teamto enter, leave and

sq】ourn in lndia fわr the duration of their assignment therein, and exempt

themfrom foreign registration requlrementSand consularfees;

(c) To exempt the members of the Japanese Study Team
from taxes, duties,

fees and any other charges on requlrementS, machinery and other materials

to be brought intoand out of India for conduct of the Study;

(d) To exempt the members of the JapapeseStudy Team from income
tax and

cbarges of any kind imposed on or ln COnneCtion with any emoluments or

allowances paid to the members of the Japanese Study Team
for their

seⅣices i一lCOnneCtion with the implementation of the Study;

(e) To provide necessary facilities to the Japanese Study Team for remittan?e
as well as utilization of the funds introduced

into India from Japan ln

comection with the implementation of the Study;

(i) To secヮrepermission
for the members of the Japanese

Study Team to enter

into prlVate properties of restricted areas丘)r the
implementation of the

Study;

(g) To secure permission for the members of the Japanese Study Team to take

all data, documents and necessary materials related
to the Study, including

maps and photos, out of lndia ; and,
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(h) To provide the Japanese Study Team with medical services as needed, the

expenses of wbicb shall be chargeable
to the members of the Japanese

Study ¶∋am.

(2) :eemSbteartse.RhVeer,na;aenn:sOefs?ua;nya;faamsrheasILIPien;El.a=sicl:u:rnlynia;:s:芸eacg.aLn,sstet.hf?
or otbenvise connected with the discharge of their

duties in the implementation

of the study, except when such claims arise
from gross negligence orwillful

misconduct of the part of the members of the Japanese
Study Team･

(3) The Department of Irrigation and CAD act as the counterpart agency
to the

Japanese Study Team and also as the coordinating body
in relation with other

government and non-government organizations concerned for the smooth

implementation of the Project･

The State Government of Karnataka assured that the matters referred
in this form will be

ensured for smooth conduct of the development study by the Japanese
Study Team･

On behalf of

the Government of the Karnataka State
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II. TERMS OF REFERENCE

2.1 Backgmund and Justification of the Study

Agriculture with
its allied activities is

a key sector in India's economy, contributing

32% oftbe Gross Domestic Product (GDP) and 69% ofemployment
in 1991･ Due to

population growth, the average size of operational agricultural
holdings has dropped

from 2.7 ha in 1960-61 to 1.7 ha in 1985186. Thus increaslng land productivity is the

main challenge to overcoming population growth and maintalnlng rural
income･ The

rural economic growth
in India has a slgnificant effect on poverty alleviation

as the

bulk of the consumption grains to the poor people since the
1970s are attributed to the

direct and indirect bene丘ts of agriculture growth･
Higher yields helped reduce

absolute rx'verty throughinduced wage employment and on-farm productivity･

The net irrigated area has grown to about
45･1 million ha in 1989-90, and represents

about 32.4 % of the net sown area oftbe county･
Only about 36% oftbe net sown area

(15.9million ha) is irrigated by public canalsystems, while private tubewells, tahks and

shallow tubewells account for the remainder･
At least three-fourths of India's

agricultural growth since 1947 stems
from the synergy of fertilizers,

improved crop

varieties and irrigation･While
irrigated cereal yields are over twice those of rain

fed

cereals, their average yield
is about one-third

below the cereal average of theAsian

contlnent.

In predominantly agricultural
base-states, achieving the targeted

level of economic

development will not be possible without a considerable emphasis on better water

resources management･ To this end, the concept ofbeneBciary water management is

introduced and transfer of management of irrigation system
to the water user bodies is

currently undertaken･

2.2 JustirICation or Japanese Techmica) Cooperation

The main reasons why the
Government of India/the State Government of Karnataka

request the technical assistance of the
Government of Japan

for execution of the
Study

on the Prワjectare:

(1) The Government of India/State Government of Karnataka
intend to request the

Government of Japan for assistance to realize the Projectto be formulated through

tbe Study,

(2) Japan has long experienc.e of implementation and O&M of small scale
irrigation

projects with participatlOn Of
farmers beneficiaries under the

Government

assistance and guidance, which wi11 be effectively utilized
for
project

implementation,

(3) The Government of Japan has m号ny e苧periences
in technical and BlnanCial

assistance for realizing the projectsln agriculture and
irrigation sectors of India,

which are the most suitable
for integrated methodology for implementation of the

Project･
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2.3 0bjectives of the Study

The objectivesof the Study are:

(1) To conduct a feasibility study on the "Upper Tunga Irrigation Project" in

Karnataka State to ensure more pro丘table agriculture and
higher standards of

living fわr socially and economically backward groups through irrigation

development, and,

(2) To carry out,inthe course of the Study, technology transfer
to the counterpart

personnel concerned of the Karnataka Government･

2.4 Study Area

The Study area is locatedinShimoga, Chitradurga and Dharawad districts of瓦打nataka

State to the extent of the net irrigation area of
80,494ha･

2.5 Scope of the Study

2.5.1 Geneml Description

Tbe scope of the Study will comprlSe the丘)1lowlng:

(1) Water resources plan on the basis of
river discharges, allocated water to Upper

Tunga Projectand irrigation demands,

(2) Irrigation development plan with a view to sustainable participatory
irrigation

management, including O&M and water management plan with the appropriate

development scale,

(3) Agricultural development planunder irrigation and non-irrigation condition
for

enhancement of farmers income,

(4) Formation of farmers'organization responsible for O&M of irrigation facilities,

water management,and agricultural production,

(5) Marketing improvement plan for agriculturalproducts,

(6) Rural development plan putting emphases on improvement of mral water supply

and rural road networks,

(7) Institutional support and human resources development plan f♭r strengthening

institutional support services and training government staff and key farmers for

activities of O&M of irrigation facilities, water management, and agricultural

production,

(8) Environmental impact assessment for revealing the natural and social

environmental effects by agricultural development activities for protecting

environmental degradation in each areas, and

(8) Fomulation of the optimum prqject
implementation plan w地tecbnical and

economical viability in the manner of pbased development and recommendation

for early implementation of the Project･
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The study will consist of the following two (2)stages

･ stage-Ⅰ: Field suⅣey and basic development plan study fわrthe Project
･ stage-ⅠⅠ: Feasibility study of the Prqject on the basis of the basic

development plan

2･5･2 Stage･I : Field Survey and Basic Development Plan Study

(1) Collection and review of the existing
data and in丘)rmation coverlng the

followlng:

･ National and reglOnal development policies and plans,

･ Agricultural sector policy,
･ Socio-economic conditions,
･ Existing and planned development projectsrelevant

to the Study,

･ Roles and budgetary allocations of government
institutions relevant to

tbe Study, especially those relating to the irrigationsub-sector
･ IJaWS, decrees, actsand regulationsrelevant to the Study including

those relating to the land
tenure

system, water rights and water charge,

Agricultural conditions including yields, extension systems, and post

harvestand marketing facilities,

physical conditions of irrigation facilities including system
design and

O&M,

Agriculture related natural conditions
including meteorology,

torx)graphy, geology, hydrology, soils and vegetation,

Accessibility to improved seeds, fertilizerand agro-chemicals,

Rural organizations and cooperatives relevant
to the Study, especially

the farmers organizations,

Rural infrastructure conditions,

Marketing conditions, particularly value additions and contract

grOWlng,
･ Environmental conditions,
･ Activities of non-governmental institutions,

･ Formal and in丘)rmal credit institutions,

･ Others.

(2) Field SuⅣey and investigation

a) Hydrological survey,
including measurement of river flows, inventory of

existing meteorological gauglng Stations, water sampling
for sedimentation

and water quality analysis,

b) Inventory survey for evaluating on-.going works and existing irrigation

schemes putting emphasis
on the major teCb皿ical constraints

to the O&M

and water management,

Inventory survey for evaluating present marketing facilities
for agricultural

products,

Agricultural and agro-economic.survey by means of interview survey
for

evaluating current land use, farmlng Practices, cropsand cropplng Patterns,
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crop yields, agricultural support services, prices Of crops, marketing of

agricultural products and inputs, etc･

e)
Inventory survey fわr evaluating present condition ofrural water supply and

road networks,

f) Socio-economic survey,

g)
Environmental observation in and around the Study area

for conducting

Imitial Environmental Examination (IEE) for the Study area, and

(也) Investigation on women involvement in the activities丘,r the agricultural

development in the study area,

(i) Execution of PC (PrqjectCycle Management) workshop and preparation of

Projectdesign matrix (PDM)･

(3) Water resources development studies

a)
studies on availability and possibility of river water use with respect

to the

allocated water to the Upper Tunga I汀igation Project,

b) Identi丘cation of present constraints to water utilization with respect to

sedimentation, water quality, and sustainability of natural environment, and

c)Alternative water
use plan for irrigation and rural water supply purposes･

(4)
I;igatiovnalduea:ie.1nop.Te,n,tess:unfice:nditi｡ns｡fi"igati｡n facilities.0 cINify technical

constraints to smooth and effective operation and
to clarify an extent of

rehabilitation works,

b) Evaluation of present irrigation methods and water management system

applied in surrounding irrigation areas and recommendation of suitable

irrigation methods and system
for maximum and effective use of waterand

land resources,

c) Determination of the irrigation development area to ensure the sustainable

O&M,

d) Evaluation of existing canal layout and modification of it if required,

e) preparation of
irrigation development plan on the basis of soils,

land

capability, and water availability, and

(5)孟,icu7.rue,paalraatni3ns.ocfi:Teic:::emmi…nsttaut霊ensplan
of the Project●

a) Evaluation of all available data related
to present land use, soil

classification, cropplng Pattern, Crop yields,
input levels, and farming

practices in the Study area,

b) Recommendation of practical and suitable cropping pattern,
farming

practices, 1nput level and
labor requlrementS,

c)Assessment of the present agricultural support services and recommend

appropriate measures to strengthen those services under the Project,

d)Assessment of the current activities and institution of farmers'association

and recommend appropriate plan for establishing the farmers association
in

the Study area,

e) clarification of presentpricesand marketing system of agricultural

products and fTarm Input,

f) Evaluatation offarm budgets for typical farm households under the Project･
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(6) Rural infrastructure study

a) Examination of present set-up of rural
infrastructure such as ruralroad

networks, rural water supply,

b) Preparation of improvement plan of rural infrastructures under the Project･

(7) Market improvement study

a)
study on the present marketing system of agricultural products; routes of

inflow and outnow, quantities of products
handled, organizations

handling

tbe present marketing,

b) Examination of the present set-up of the existing agro-marketing
facilities

such as marketing yards, storage houses, fX)St-harvest
facilities,

c) preparation of
improvement and strengthening plan of marketing facilities

under the Project,

(8) Strengtbening of institutional support

a)
study on the present institutional set up putting emphasis on the丘elds of

irrigation, agriculture, marketing, environmental monitoringinthe
Study

area, and clarify the present constraints to
institutional support,

b) Preparation of improvement and strengthening plan f♭r institutional

support system including training programs
for government staff to be

engaged in the Prワject

(9) Environmental assessmentand womeninvolvement studies

a)
Environmental ImpactAssessment (EIA) if required to as.sess the impacts

of the Project implementation on social and naturalenvlrOnment
in and

around the Study area including the losses of social and cultural properties,

effect onwi1dlife, water pollution, etc･,

b) Clarification of women involvement in the present development activities

and assess those under the Projectimplementation,

2･5･3 Stage･II Feasibility Study on Development Schemes

The feasibility study will be carried out for the Project･ The Study will cover the

followlng items:

(1) Preparation of topographic maps on scale of 1:5,000 for the Projectarea,

(2) Implementation of feasibility survey by each field (irrigationplan, agricultural

plan, strengthening of farmers association, environmental conservation, Project

evaluation, etc･),
(3) Execution ofpublic hearing on the profX)Sed development plan (draft),･

(4) Preparation ofpreliminary design,

(5) Formulation ofO&M plan for Projectfacilities,

(6) Formulation ofagricultural support seⅣices,

(7) Implementation schedule oftbe Prqject,

(8) Procurement schedule of construction materials and equlpment,

(9) Cost estimate,

(10) Prqjectevaluation,

(ll) Preparation of Draft Final Report,

(12) Preparation of Final Report･
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2.3.4 TransferofTechnology

Throughout the course of the Study'transfer of technology and tralnlng Will
be

provided to counterpart personnel
by the Study Team in the following丘elds:

(1) Investigations and study for every lines of the Study Team members, and

(2) Planning of sustainable O&M for irrigation facilities･

The above transfer of technology will
be carried out in the form of on-job-tralnlngand

seminar during the course of the Study･
Overseas tralnlng Will also be programmed･

2.6. Study Schedule

The required period
for execution of the Study is丘Reen (15)months in total as shown

in AttacbmeIlt
･2.

2.7 Reporting

JICA will prepare and submit the
following reports tO the Department of Irrigation of

the Government of Karnataka State.

Inception Report:

Progress Report I:

Interim Report :

Progress Report II:

DraftFinal Report

Final Report:

叫
叫
叫
叫
叫

work.

小心;･:,..,:I.1,3mn

n

･l

●l

S

S

e

e

●l

●l

p

p

0

0

C

C

English at the start of Phase-Ifield work

English at the end of Phase-Ⅰ丘eld work

copleS in English at the start of Phase-II
field work

copies in English at the end of Phase-II
field work

copies in English at the end of Phase-II home ofBce

Government of監arnataka State shall submit written

comments on the DⅣR to Japan side within one month a鮎r

recelVlng the reports

Fi氏y (50) copies in English in two months a鮎r the receipt of

comments from the Government of Karnataka State.
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Attachment12

Tentative Working Schedule

Upper Tunga Irrigation Project
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第2章 パキスタン

2.1

2.1.1

2.1.2

2.1.3

背景

国土と人口

パキスタンは､インド亜大陸の西に位置し､その国土面積は79.6万k㌦で日本の約2

倍に相当する｡北東のパンジャブの肥沃な平原､北東から南西にタール砂漠､シンド

砂漠及びバロチスタン高原の乾燥地帯､北にヒマラヤ山系の西部を構成する山岳地帯

まで､自然環境の差異の大きな国である｡インダス川が､北の山岳部から発し国土の

中心部を通りアラビア海に注いでいる｡インダス川中流域の東には5つの河川によっ

て形成された肥沃なパンジャブ平野が広がり､また下流部左右岸にはシンド平野が広

がり､それらの地区には潅概施設が整備され､大規模な潅概農業が発達している.イ

ンダス川流域はパキスタンの農業にとって極めて重要な位置を占め､流域平野に国民

の80%が住んでいる｡

パキスタンの人口は､ 1998年の人口センサスに基づいた見積では1999年に134.5百

万人と推定され､そのうち7割近くが農村地域に居住している｡年人口増加率は

1998_99年に2.3%を示し､徐々に減少傾向を示し､ 1998-2003年の年増加率は2.0%と

予測されている｡しかし､アジアのみならず世界でも最も高い水準にあり､ 2050年に

は380百万人に達し世界第3位の人口の大きい国となることが予測されている｡

社会経済

パキスタンの主要産業は､農業(綿花､小麦､コメ､サトウキビ)､及び製造業(棉

紡績､皮革､カーペット)である｡そのうち､農業はGDPの25.2%(1997-98年)を占

め同国の主要な産業である｡主要輸出品目は綿花､米などの農産原料と綿糸､綿布､

縫製品等綿製品に代表される農産加工品である｡これらの農産原料と農産原料に基づ

く製品の輸出は､全輸出の約72%(1997-99)を占め､輸出に占める農業セクターの重要

性は依然として大きい｡

農業の現状

パキスタンの農業は､ GDPの25.2%を占め､雇用の44.1% (1996-97年)に貢献して

おり､同国の経済の中で主要な役割を担っている｡耕作面積は､ 1990-91年に21･0百

万haであったものが1997-98年に22.0百万baであり約5%増加し､そのうち､潅概

面積は､ 1990-91年の16.8百万haから1997-98年の18.0百万haであり7%増加した.

潅概は､河川水を利用する水路及び地下水を利用する菅井戸によるものが81%を占め

ているが､河川水による潅液面積は､近年､増加しておらず､大部分の増加は地下水

開発によっているのが現状である｡

主要穀物の生産の年平均成長率は､ 1990-91-1998-99に0.7%であり､人口増加率と比
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較して非常に低く､農業生産は停滞していると言える｡パキスタンの主要作物の作付

面積､生産高及び単位収量を下記に示す｡

パキスタンの主要作物の作付け面肴､生産高及び単位収量

作付面積(1,000hal 生産高(1,00仇on) 単位収量化dhal

1990 1994 1998 1990 1994 1998 1990 1994 1998

_91 _95 _99 -91 195 -99 -91 -95 -99

7,911 8,170

2,113 2,125

491 509

トウモロコシ 845 890

グラム 1,092 1,065

8,332 14,565

2,424 3,261

463 1 96

885 1,185

1,090 531

17,002 18,055 1,841 2,081 2,167

3,447 4,674 1,543 1,622 1,928

228 213 399 448 460

1,318 1,303 1,401 1,481 1,471

559 700 486 524 642

サトウキビ 884 1,009 1,155 35,989 47,168 55,191 40,712 46,74747,780

綿花 2,662 2,653 2,923 1,637 1,479 1,496 615 557 512

出典: Ecoz10mic Survey 1998-99, Government of Pakistan, Finance Division

2.1.4 国家開発計画

中期国家開発計画として､国民の社会･経済状況の実質的な向上を最終目標としてい

る2010ビジョンの構想が作成されている｡このビジョンでは､国内総生産(GDP)の高

い成長率(年7%)を達成し､人口増加の抑制策と相侯って､国民の所得向上を図る

ことを具体的な目標としている｡開発計画の構成は下記の通りである｡

(1)国内､外国の資金を動員すると共に､既存の資源を有効に利用して経済の安定
的な成長を達成すること､

(2)開発の過程において受益者の参加を促し､開発便益の均等な配分を推進するこ
と､

(3)民間部門の墳極的な参加と政府の開発政策により生産的な手段を拡大し､多く

の雇用機会の創出を図ること､

(4)所得向上､社会･地域社会サービスに対する利用方法の拡大､人的資源開発､

インフラ整備､社会的弱者層に対する福祉の向上等からなる総合的な手段によ

る貧困の削減､

(5)食料及びエネルギーの自給率の向上､歳出歳入バランス及び貿易収支の改善に

おける自助努力の推進､

(6)天然資源の保全と環境保護の推進､

(7)規律ある管理の推進､

(8)総合的な経済の安定と規律の推進o
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2.2 北西辺境州クラムタンギ河流域潅親閲発計画

2.2.1 計画の背景

パキスタンの農業生産は､そのほとんどがインダス川及びその支流の周辺において行

われており､特にパンジャブ州を中心とした平地部における農業開発は､水資源の観

点から限界に達しつつある｡また､平野部における潅漉農業は､深刻な塩害をもたら

している｡このため､農業開発の中心は､他地域､特に水資源確保の可能性のある､

北西辺境州の山間部へと必然的に移行する方向にある｡

北西辺境州における農地のうち60%Cま天水栽培であり､小規模かつ不安定な生産条件

下にある｡このため､農家収入は低く､また農業に対する新技術の導入､インフラ整

備､輸送手段の確保などの公共投資も少ない｡このような農業セクターの地位の低迷

は､結果として山間農村部から､労働人口の流出をもたらし､農業労働力の不足及び

都市部における人口増加を引き起こしている｡中央政府及び北西辺境州は､貧困削減､

地域格差是正､雇用機会の創出を目的とした､州全体の農業活性化プログラムを推進

する意向であり､その中心となる土地水資源開発として､インダス川の支流であるク

ラム川に多目的ダムを建設し､潅親閲発と発電を実施する計画である｡

2.2.2 計画の概要

インダス川の支流であるクラム川にダム高104m､貯水容量15億トンのRCCダムを

建設し､下流22kmにある既設のクラム･ガリ(KurramGarhi)取水堰から取水し､

新規潅概面積34,100ha及び既存潅概地112,500haの潅親閲発を行う計画であるoダム

地点はバヌ市の北32kn地点にあり､連邦管理部族地域(FAR)の北ワジリスタンエ

ージェンシーに属している｡クラム川の支流であるカイツ川に新規の取水堰を設置し､

上記の新規潅親閲発地区のうち6,700haに配水し､余剰水をクラム･タンギ(Kurram

Tangi､Tangiは狭窄部を意味する)ダムに転流する計画となっているo本計画は58MW

の発電と洪水調節の目的も含んでいる｡

本計画は､ 1950年後半にFAOにより発掘され､その後1992年にWAPDAにより

pre-Feasibility Studyが実施された.パキスタン政府は1993年にムンダ･ダム計画と共

に日本国政府に本計画の開発計画調査を要請したが､貯水池計画地区の住民移転問題

からなる環境問題の少ないムンダ･ダム計画の開発調査が実施さることになり､ 1999

年にその開発計画調査は完了している｡

本事業の目的は下記の通りである｡

(1) i%#

1)既存のCivil Canalによる既存潅故地区107,500エーカー(43,000ha)に補助潅

概水を供給し､年作付率を86%から100%8こ向上させる｡

2)既存のMarwat Canalによる既存潅概地区177,500エーカー(71,000ha)に補助
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3)

潅概水を供給し､年作付率を35%から85%8こ向上させる.

天水畑である新規潅概地区68,000エーカー(27,200ha)に潅概水を供給し､年

作付率85?oの潅概農業を振興するo

カイツ川の流量を洪水被害軽減のためクラム川に転流するとともに､クラ

ムタンギ貯水池の水資源の増加を図る｡

5)カイツ川右岸に広がるSheratalla地区12500エーカー(5,000ha)を潅漉するo

6)ポンプ潅概により､カイツ川の左岸spairaRagha地区4000エーカー(1,600ha)

を潅漉する｡

(2)洪水調節

農地と居住地への洪水被害の軽減のため､クラム川及びカイツ川の洪水を調節

する｡

(3)発電

クラムタンギグムの貯水により､ 58MWの発電を行う｡

･ 主ダム :3ユニット 各13.5MWの発電容量

･トンネルNo.1
: 3ユニット 各3.5MWの発電容量

･ トンネルNo.2 : 2ユニット 各3.5MWの発電容量

下流には､ BarangDam貯水池があり､それを利用することにより､クラムタン

ギグムの発電は､ピーク発電を実施することが可能となる｡

(4)その他

潅概､洪水防御､発電に加えて､本事業は､美しい貯水池を形成し､その貯水

池は､内水面漁業の振興と､レクレーション地区･観光開発に貢献する｡

本事業の概要は下記のとおり要約できる｡

貯水池

･ダム位置

･集水面積

･貯水池面積

･年平均流出量

･貯水量

ダム施設

･ダム

2-4

:既存のKurramGarhi取水工の14マイル

上流のクラム川の狭窄部

: 2,450平方マイル

:常時湛水位面積10,750エーカー

:最高水位面積11,300エーカー

: 1.05 millionエーカー･フィート

:総貯水量1.20mi11ionエーカー･フィ小

:有効貯水量o.83mi11ionエーか･ 7イ小

:無効貯水量0.37mi11ionエーカー･フィート

:コンク1)-ト重力式RCCダム

高さ340フィート､延長12607イ小



･主ダムの発電所

･余水吐

･サドルダム

･発電用導水トンネルNo.1

･発電用導水トンネルNo.2

Kaitu川の新規取水工

潅概施設

Kurram rITangidam-Garhi取水工

Kaitu川の取水工からの水路
-

KurramTangi貯水池まで延長
-

sheratalla地区水路延長
- spaira Ragba地区水路延長

潅概面積
●

●

発電施設

●

civil Canal潅概面積

Marwat Canal潅概面積

Tbal地区潅概面積

sherata11a地区潅概面積

Spaira地区潅概面積

合計

主ダム

発電用導水トンネルNo.1

発電用導水トンネルNo.2

合計

2.2.3

:3ユニット､各容量13.5MW､

:150フィ小天端長､ 3セットのラジアル

ゲート

: 700 7イ小長､ 60フィート最大高さ

: 5,100フィ小長､径177イ-ト

: 3,300フィ小長､径18フィート

: 570フィ小長､ 37フィート堰高､3門ケ十-ト

:延長34マイル

: 6,400マイル

: 16マイル

:3マイル

: 107,500エーか-

: 177,500エーカー

: 68,000エーカー

: 12,500エーカー

: 4,000エーカー

500エーカー

(43,000ba)

(71
,000ba)
(27,20仙a)

(5,000ha)

(1
,600ba)
800ba

総合所見

パキスタン政府は､ 1999年に政府の機構改革により潅概排水事業の計画･建設･維持

管理業務を潅親電力省から新たに設置された北西辺境州潅概排水公団(NWFPⅡ)A)に

移管して､水資源･潅概事業の実施を開始した｡新設のNWFPIDAは､本計画が貧困

撲滅､地域格差是正､雇用機会の創出を目的とした州開発政策の中で優先度の高い計

画であることから､早期の事業実施を目指して､まず､独自の資金源に基づくフィー

ジビリティ調査の実施を決定した｡そのため､コンサルタントを国際入札により選定

することとし､その国際入札の現地説明が1999年8月10日に行われ､ 8月31日に締

め切られたo しかし､入札参加者が不十分で､入札は成立せずに､フィージビリティ

調査は実施されないまま現在に至っている｡

北西辺境州政府は､クラムタンギ潅概計画を最優先事業の一つとして州の開発計画に

掲げて､早期の事業実施を計画し､独自の資金源でフィージビリティ調査を完了させ
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る計画であったが､上記のとおり進捗が見られない｡計画地区は､しばしば､雨期に

洪水被害に遭い､また､乾期には限られた潅概水のためしばし干魅被害が生じている

ため､洪水を貯留し未利用の水資源を有効利用し､潅概水の確保と洪水防御･発電を

進める本計画の早期実現が強く望まれている｡

潅概計画地区の多くは､既存の潅概地であり､古くから農民により建設された潅概水

路により潅概農業が行われ､小麦､野菜､果物等が栽培されてきた｡従って､限られ

た潅概水の有効利用に対する農民の意欲は強く､計画地区農民は､農民による維持管

理､水管理を進めてきており､事業で整備される潅概施設の持続可能な受益者農民に

よる参加型維持管理を実施する基本的条件を備えていると言える｡

本計画は､しばしば遭っている干魅被害と洪水被害の軽減に対する緊急性に加えて､

ダムサイトとして恵まれた地形を有しており､技術的に健全であり､さらに経済的に

投資効率の高い優良な案件であると言える｡

ダム地点と貯水池予定地は､トライパルエリアにある｡トライパルエリアは､北西辺

境州に所属し行政的には連邦政府の直轄保護領となっているが､法律的にはパキスタ

ン国の憲法は適用されず､トライパルエリア独自のシステムによっ治められている｡

今回の調査では､州政府職員と警備兵が同行し､ダム地点及び貯水地を視察し､検問

所を問題なく通過できた｡貯水池予定地は､河川の近くの一部が農地として利用され

ているが､住民は比較的標高の高い地区に居住している｡州政府は貯水池予定地の住

民の希望者に対し､造成する潅概農地を配分する計画を提案し､貯水池予定地住民も

同意した経緯がある｡

州政府は1999年8月に実施した入札時にフィージビリティ調査のTORを作成し､技

術､農業､社会･経済､環境調査の詳細な調査項目を決定している｡今後､フィージ

ビリティ調査を実施するに当たっては､原則として､そのTORが有効であるが､特

に下記項目に留意して進める必要がある｡

(1)環境影響調査､特に貯水池内の住民移転計画:

･貯水池予定地は､平坦で肥沃地が広がっており､生酒の源となっていて､一

部住民が居住している｡

(2)農業･営農に対する支援計画:

･農業省との連携をもった農業生産振興計画が必要である｡

(3)農民参加による維持管理組織及び水の均等配分:

･既存潅概システムに多くの水利権が与えられており､ダムにより増加される

潅概水の均等配分が困難であるが､その状態の下､水利組合の結成､それに

よる維持管理の実施計画が必要である｡
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2.3.1

2.3.2

バロチスタン州南蕗海岸地域潅漉計画

調査の背景

バロチスタン州は､パキスタン国の面積の44%を占め､同国の中で最も大きな州であ

る.人口は､ 1998年に651万人と見積もられ､パキスタンの全人口の5.0%8こ相当し

ている.州の人口の85%8ま､農村地域に居住しており､主として､農業､畜産を営ん

でいる｡農業は､国内総生産(GDP)の54%を占め､州の主要な産業であり､人口の62%

は農業に従事している｡

バロテスタン州の気候は半乾燥から乾燥に属し､降雨量が少なく､通年で表流水のあ

る河JH8ま限られている.水源不足のため農業生産基盤の強化がパキスタンの中で最も

遅れており､可耕地に対する既耕地の割合が最も低い｡耕作可能地のうち､ 15%が潅

漉されているにすぎず､パキスタンの中で最も低い潅概整備率である｡潅概は､水路

及び深井戸によるものが主体であり､それぞれL､全潅概面積の63%､ 24%を占め､地

下水による潅漉の比重が他の州に比べて大きい｡食料の自給を達成するために､農業

生産向上の基本的要素である水需要に対処する必要がある｡そのためには､表流水と

地下水の水資源の有効活用を促進する必要があり､既存潅概施設の改修を含む水資源

の開発が緊急な課題となっている｡

潅概農業の改善･開発を進め､食料自給の改善､農村地域住民の生活改善は､州の政

治､経済上の重要かつ緊急な課題となっている｡このような状況のもとに､バロチス

タン州政府は､中央政府の国家中期開発計画(塞)に基づいて､州中期開発計画

(pakistan2010Programme)を作成した.その構成部門として､既存潅概事業の改善･

改修を含む通年潅概開発計画､洪水防御計画､多目的洪水貯留ダム潅概計画､水保全

計画､地下水開発計画からなる水部門開発計画(莱)が作成されているo

今回､これらの状況に鑑みて､州中期開発計画の水部門開発計画の中で､重要でかつ

緊急性の高い案件として位置付けられている次の案件からなるバロチスタン州南部

海岸地域潅概計画について､現地調査を実施した｡

バロチスタン州南部海岸地域潅漉計画

(1) Naulongダム潅概計画

(2) Miraniダム潅概計画

(3) Hingolダム潅概計画

(4) Bund Khushdil Khan潅概改修計画

(5) Bolanダム潅概改修計画

計画の概要

(1) Naulongダム潅概計画
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潅概面積: 10,250ba

潅概面積: 13,440ha

潅液面積: 20,200 ba



クエツタの南東約200kmにあるゴングワ(GondaⅥ)町から30km離れたムラ(M山a)川ス

ント(sunt)地点に総貯水量1･5億トン､ダム高42mのアースフィルダムを建設し､既

存潅概地区を含む農地10,250baの潅激闘発を行う計画である｡本計画のダムは洪水調

節の機能も含んでいる｡潅概開発計画地区は､ 16の村落からなり､ 1995年の人口は､

16,240人と見積もられている｡

当計画は､ 1963年に形成されたが､その後約30年の間特別な清動がなかったが､
1993

年wAPDAによりAppraisal Studyが実施された.その後､wAPDAによるhterim
Report

(1996年2月)､ F/S(1996年4月)､州政府のPDWPによるPC-1の承認(1996年5月)

を経てきた｡しかし､中央政府(cDWPおよびECNEC)の承認は得られていないo本計

画は､ 1996年に発生した大洪水により生じたムラ川下流域(バロチスタン及びシンド

州)の洪水被害の軽減の一環として当時の首相プット首相により実施が決定された経

緯がある｡

本計画は州政府開発計画の中で､新規プロジェクトとして実施が計画されているo本

計画の概要は､作成されているPC-1によると､下記のとおり要約できるo

･事業対象:潅概開発､発電､上水道用水､洪水防御
･ 施設計画

ダム

ー 形式 : Central00rezonedeartb五11type

- ダム高 : 42m

一
堤頂 : 765m

- 総貯水量 : 153MCM

一 有効貯水量 122MCM

潅概

一 潅慨面積

一
潅概施設

発電

8,260血a

右･左幹線水路: 84,200フィ小(25,664m)

末端水路 : 57.6マイル(92･7km)

300kWlセット

現地調査及び収集資料の検討より､本案件に関して下記事項の検討が必要といえるo

(i)受益者は､一部族であり､部族長が多くの土地を所有しているo貧困撲滅､

地域格差是正の面から事業の社会･経済的な調査･検討が必要であるo

(ii)貯水池予定地には居住者がいないとのことであるが､環境影響調査を実施す

る必要がある｡

(iii)計画地区が主要幹線道路から離れた僻地にあり､自立農業の達成のためには､

流通､営農支援に対するインフラが必要である｡
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(2) Miraniダム潅概計画

バロチスタン州の南西部にあるトルバット(rnlrbat)町から西45km離れたダシュト

(Dasbt)川に総貯水量3･7億トン､ダム高39mのアースフィルダムを建設し､新規潅液

面積13,440haの潅概開発を行う計画である｡本計画のダムは洪水調節の機能も含んで

いる｡

当計画は､ 1966年に発掘され､ wAPDAによるF/S (1974年9月)､修正F/S (1985

年1月)､ NESFAKによるProjectPlanningReport (1992年9月)､
pCll (1993年8月)

を経てきている｡ 1989年外国政府(ロシア)にターンキーベースに基づく開発を依頼

したが､工事費が高いことの理由により交渉は中止された｡その後､中央政府plaming

Divisi｡nは水･電力省から提出された修正事業費に基づき事業評価を行い､事業は経

済的に妥当ではない(mR4.9%)との結論を下した｡中央政府は､ 1995年1月に､

Mi.aniダム潅濃計画に代えて､ Hingolダム計画を優先すべきと決定したoしかし､上

院の委員会で実施に向けた環境評価調査の実施､pC-1の修正を行うよう決定され現時

に至っている｡

本計画も州政府開発計画(proposed Pakistan 2010 Programme Water Sector)の中で､新規

プロジェクトとして実施が計画されている｡本計画の概要は､作成されているPC-1

によると､下記のとおり要約できる｡

･事業対象:潅親閲発

･施設計画
ダム

ー 形式 Central core zoned earthBll type

-
ダム高 : 39m

一 堤頂 1,021m

一 総貯水量 : 372MCM

- 有効貯水量 : 187MCM

潅漉

- 潅概面積 13,440 ba

潅概施設

右･左幹線水路: 24.8マイル(39.9km)

支線水路 : 383マイル(616･4km)

現地調査及び収集資料の検討より､本案件に関して下記事項の検討が必要といえるo

(i)貯水池内には移転対象となる約900世帯が居住しているのでE仏の実施が

必須である｡

(ii)潅概面積13,440haに対し､ダム地点の河川断面は平坦のためダム長約1km､

高さ39mのアースフィルダムが必要である｡また､洪水を貯留するダムで
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水源に限度があり､潅概率は年88%､事業費が高く､便益が少ないため､事

業の経済性は低い｡従って､事業実施に対しては､経済､社会経済､環境の

側面から総合的な事業評価が必要である｡

(3) Hingolダム潅概計画

カラチの北西230kmのヒンゴル(Ⅲingol)川アゴール(Ag血or)地点に総貯水量12億トン､

ダム高40mのアースフィルダムを建設し､貯水を潅概､上工水､発電に利用する多目

的開発計画である｡過去に下記の目的に対するF/Sが作成されている｡

(i)アラブ首長国連邦(EAU)への真水の輸出と3,700 haの潅概開発計画

(ii)20,00仙aの潅概開発計画

(iii)カラチ市への上工業用水供給と3,700 baの潅概開発計画

当計画は､ 1983年に形成され､ wAPDAによるPre-F/S (1987年)を経て､現地コンサ

ルタント会社によるF/S (水の輸出と農業開発計画修正1992年12月)､ ⅣS (農業開発計

画1993年11月)､ F/S (カラチ市への給水と農業開発計画(1995年3月)が作成され

ている｡ 3代替案のPC-1が中央政府に提出されているが､いずれも承認されていない｡

本計画も州政府開発計画の中で､新規プロジェクトとして実施が計画されているo本

計画(潅激闘発計画)の概要は､作成されているPC-1によると､下記のとおり要約でき

る｡

･事業対象:潅親閲発､発電､上水道用水
･ 施設計画

ダム

ー 形式 : centralcorezonedeartb丘11type

- ダム高 : 40m

- 堤頂 : 396m

- 総貯水量 : 1,193MCM

- 有効貯水量 : 554MCM

.:た渦
一 潅概面積 20,210 ba

ー 潅洩施設

右･左幹線水路: 48,9507イ小(14･9km)

支線水路 : 81.8 km

末端水路 : 15.8 km

発電 300kW lセット

現地調査及び収集資料の検討より､本案件に関して下記事項の検討が必要といえる｡
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事業実施者であるWAPDAは､ 3代替案の中から最終計画案を抽出しないま

ま､ダム計画の実施を模索している｡現時点における開発目標､開発目的を

明確にし､計画を決定する必要がある｡

(4) BundKhushdil Khan潅概改修計画

クエツタの北50kmにあるピシン(Pishin)町から北東14kmの地点に､ 1890年に約

4,000haの潅概面積を対象にBund臥ushdil Khanダムが建設された.現在までに施設

の改善･改修､ダムの嵩上げが行われてきたが､貯水池内の堆砂､及び､上流部に建

設された流量増加のための転流工(水路橋)からの漏水により､潅概利用可能水が大

きく減少し､潅概地区が大きく減少した｡この間題の解決のため､多くの代替案が検

討され､その結果､既存ダムの下流に小規模のダムを建設し､施設の改修を行う案が

選択されている｡

改修計画のF/SがwAPDA (1980年)､ NESPAK (1983年)により実施され､その後､

現地コンサルタント会社(1987年)によってF/Sの見直しが実施され､その結果､最も望ま

しい案として下流に小規模のダムを建設する案が選定されている｡現在､州政府は､

その選定された改修案に対する詳細な技術的検討､農業開発計画策定､社会経済的調

査､環境影響調査のためF/Sの実施を計画しているo

本計画も州政府開発計画の中で､新規プロジェクトとしてF/Sの実施と事業実施が計

画されている｡計画の概要は下記のとおりである｡

･ 貯水量:29.3MCM

･既存貯水池の堆砂による貯留量の減少に対処するため既存ダムの約910m下

涜に､既存ダム天端標高より1.5m高い盛土ダムを建設する｡

･新設の貯水池から取水するための取水塔､取水工､余水吐の建設､

･新設貯水池周辺の洪水防御堤防､

･既存水路の改修及び末端水路建設｡

現地調査及び収集資料の検討より､本案件に関して下記事項の検討が必要といえるo

(i)ダムの上流部地区における開発により水利用が増加したことにより貯水池

への流入量が減少していることと､堆砂による貯水容量減少による潅概利用

水量の減少を十分検討する必要がある｡

(ii)既に100年以上を経過している潅減車業であり､その間､多くの改修･改善

が行われてきた｡現在選定されたいる実は1987年に作成された案であり､

その後､既存施設の損傷､水資源の変化が考えられ､経済的､技術的､環境

影響の面から､現在選定されている改修案以外､さらに詳細に代替改修案を
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検討する必要がある｡

(iii)現地調査時(1999年8月)には､貯水池は潤れ上がっていたo現在､計画地

区で通年潅概が必要な果樹に対して深井戸による潅概が実施されている｡潅

概水源量が不確実であり､地下水との共用を考える必要がある.

(5) Bolanダム潅概改修計画

ボランダム潅概事業は､クエツタの南東110kmにあるダダール(Dadhar)町から20kn

のボラン(Bolan)川をせき止めたダムによる潅概計画である｡この事業は､ 1953年に中

央政府により完成され､ 1970年にバロテスタン州政府に移管された. 1976年9月に

溢流によりダムが決壊し潅概が不可能となった｡潅概事業は23年間13,400baの潅概

に役立ってきた｡改修計画はダム高22m､ダム長490m､総貯水量9千万トンのアース

フィルダムを建設し､潅概水路を改修し潅概農業を復活させようとするものであるo

現在､農民はクエツタ等の町に労働者として移転し､限られた農民が天水で耕作でき

る時期にもどってきて農耕をしている状況である｡かつての潅概地には､損傷した水

路が残り､集落が地下水を利用できる一部に見られるだけである｡

修正F/Sが1988年に現地コンサルタント会社により作成されたoその後､pC-1が1989

年ECNECにより承認された｡現在､州政府は､環境影響調査とpC11の修正を行うこ

とを検討している｡本計画も州政府開発計画の中で､既存計画の改修プロジェクトと

して事業実施が計画されている｡

現地調査及び収集資料の検討より､本案件に関して下記事項の検討が必要といえる｡

2.3.3

(i)上流部にある取水堰による既存潅概計画(Bolan Weir Irrigation Scheme)との

河川水利用の調整が必要である｡

(ii)事業の必要性確認のため､既に離散している農民の土地所有状況､農民の意

識等の社会経済状況の調査が必要である｡

(iii)州政府は潅親閲発面積の規模に関し2代替案を持っているが､計画案を水資

源量､事業の経済性､農家経済の面から検討する必要がある0

総合所見

中期経済開発計画の目標は､貧困軽減､食料自給率の向上､雇用の創出､受益者参加

に依る開発を推進し､既存の資源の有効利用による経済の開発を目指している｡

水資源開発計画では､ (1)水路の改修､新設及び地下水開発により利用可能水量の増加､

(2)貯水池の建設により水資源開発､ (3)末端整備の推進､ (4)州潅概排水公団の強化及

び水利組合の結成･活性化を主要な開発計画としている｡

今回調査したバロテスタン州南部海岸地域潅漉計画のいずれの計画もバロチスタン

州政府開発計画(proposed Pakistan 2010 Programme Water Sector)で､新規プロジェクト

の優先事業として挙げられている｡
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しかし､現在までの事業活動(F/Sの実施､ pc-1の作成)はwAPDAが行ってきており､

バロテスタン州政府潅概電力省が事業の詳細を十分理解しているとは思えない｡事業

の実施優先度が決定されていない状態で､ PC-1が作成されている事業を開発計画に

計上しているのが現状である｡

各計画は､過去に多くの調査､計画の経過を経て､事業実施に向けた準備が進められ

てきたが､上述のとおり､各案件には､貯水池予定地の住民移転計画等の環境影響調

査を含む各種事項の検討が必要とされる｡州政府が設定している下記の事業選定基準

(1)環境に悪い影響のないこと､特に､貯水池予定地内の住民移転に問題のない

計画であること｡

(2)経済的財政的妥当性が高いこと○

(3)社会経済効果が高いことo

(4)受益者参加による事業実施､維持管理を推進できる計画であることo

(5)施設及び水管理を含む維持管理が容易であることo

(6)受益者の要望が強く同意が得られることo

から判断して､ BundKhushdilKhan潅漉改修計画は､問題が少なく､既存ダム潅概計

画の改修･改善事業であり水･土地資源の有効利用に大きく寄与する事業であるとい

える｡また､本案件地区の農民は､既に長い潅概農業の経験を持ち､潅親水の増加を

強く望んでおり､農民の事業への参加意欲､農民の組織化などの参加型開発･維持管

理を推進する上での基本的要素を備えている｡従って､本案件は､バロチスタン州に

おいて利用可能な水資源の開発･管理のパイロット潅概農業開発車業であるいえる｡
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添付資料



添付資料- 1

調査団長略歴

黒沼 宏

日本工営株式会社 国際事業本部副技師長

技術士(農業部門) No133843

昭和43年

昭和43年

昭和57年一平成元年

平成4年-7年

平成7年-8年

平成8年-10年

平成10年- 12年

平成12年一現在

海外業務歴

東京教育大学農学部卒業

日本工営(樵)入社

インドネシア国ウラール開発事務所長

農業開発部次長

パキスタン国マリル開発事務所長

インド国コラブインドラバチ開発事務所長

日本工営(樵)専門部長

日本工営(樵)副技師長

ベトナム､ネパール､バングラデシュ､シリア､ナイジェリア､

タンザニア､インドネシア､フィリピン､カンボディア､インド､

パキスタン､ラオス
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付属資料- 2

調査行程表

日順月･日 曜日 起点･経由地 目的地･滞在地 活動

1 7/28 水 東京

2 7/29 木

3 7/30 金 ニューデリー

4 7/31 土 ハイデラバード

5 8/1 日

6 8/2 月 ニザマバード

7 8/3 火 ハイデラバード

8 8/4 水

9 8/5 木 バンガロール

10 8/6 金 フブリ

11 8/7 土 シモガ

12 8/8 日 バンガロール

13 8/9 月 ニューデリー
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ハイデラバード

ニザマバード

ニザマバード

ハイデラバード

バンガロール

バンガロ-ル

フブリ

シモガ

バンガロール

ニューデリー

イスラマバード

ぺシャワール

イスラマバード

イスラマバード

クエツタ

シビ

クエツタ

カラチ

カラチ トルバット

移動

JICA事務所､ JBIC事務所表敬訪問

移動

アンドラプラデシュ州潅概省表敬･打ち合わ

せ

移動

小規模ため池計画現地調査(Suddavagu

reservoir地区)
小規模ため池計画現地調査( Yerrava糾

reservoir地区)

sRIRA凹SAGAR潅概計画の水管理組合の活動

視察

移動

アンドラプラデシュ州潅概省と政府の開発

意向確認会議･資料収集

移動

カルナタカ州潅戟省表敬･打ち合わせ

資料収集

移動

小規模潅概計画地区現地調査( Karkandeya

da皿地区)

移動

トウンガ上流潅概計画地区現地調査

受益者農民の意向聴取

移動

カルナタカ州潅概省と政府の開発意向確認

会議･資料収集

移動

資料整理

大使館､ JICA､ JBIC事務所に調査結果報告

移動

移動

北西辺境州潅概排水公団表敬･開発意向確認

クラムタンギ地区視察

大使館､ JICA事務所表敬

移動

バロチスタン州潅概排水公団表敬

Naulongダムサイト･計画地区視察

資料整理

Bund Khuhdil Khan地区視察､資料収集

移動

移動

県潅概局訪問

T-2
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トルバット カラチ

カラチ

カラチ

カラチ

イスラマバード

イスラマバード

イスラマバード

28 8/24 火 イスラマバード (機中)

29 8/25 水 東京

Miraniダムサイト･計画地区視察

移動

Hingolダム計画関連資料収集

Hingolダムサイト･計画地区視察

資料収集

移動

資料整理

大使館､ JICA事務所､ JBIC事務所へ調査結

果報告､中央政府計画委員会担当者と面談

資料収集

東京着

T13



漆付資料- 3

面会者リスト

List of Persons Met

Organ ization/Name

i_u

在インド日本国大使館

1.谷内純一

2.田中秀治

JBICニューデリー事務所

3.種田博

JICAインド事務所

1.田中俊昭

アンドラプラデシュ州

Irrigation and CAD Department

1. P.K. Agarwal, IAS

2･ D･ Chakrapani, IAS

3. C. Umamaheswara Rao, IAS

4. Raymond Peter

5. S. Maruthi BE. F.Ⅰ.E.

6･ S.M.A.A･ Jinna血, B･Sc･, B･E･,(Hons･),M･E･, FエE･

7. Routhtl Satyanarayana, M.E･

8. B.Anandraji, B.E., DRE, F.I.E., MIRC

9. Pattabhi Rama Rao

カルナタカ州

Irrigation Department

l. L. Basavaraju,B.E., F.I.E.

2. S.K.Dhruva

3･ HantlmantaPPa, B･E･, MII･E･

4. B.Anandraj

5･ HanⅥma血也appa

6. MellingtoJ1

7. Venkat 又eddy

Karnataka NeeravariNigam LTD･

1. S.Krisslma Kumar, I.A.S.

Agriculture & Hortict)lture Departmellt

1. Abhay Prakash, I.A.S.

2. M.N. Vidyasbankar, Ⅰ.A.S.

T-4

一等書記官

一等書記官

JBICニューデリー主席駐在員

JICAインド事務所次長

Secretary to Government (Project)

Secretary to Government (Project)& Memtxr-

Secretary, Godavari Water UtilizationAnthority

Joint Secretary to Government

hter-State & Water Resources

AdditionalSecretary to Government

Administrator CUD Chief Engineer,

Sriramsagar Project

Engineer-in-Chief (Admn)

Chief Engineer, Medium Irrigation

Chief Engineer

Chief Engineer, GodavariWaters

Secretary to Government

Joint Secretary tO Governme且t

Chief Engineer, Upper Ttlnga Project

Chief Engineer

Chief Engineer

StlPerintending Engineer

Superintending Engineer

Managing Director

PrincipalSecretary to Government

Commissioner of Agric1)]ture
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パキスタン

在パキスタン日本国大使館仲mbassy of Japan)

1.渡辺史郎

JICA事務所(JICA Pakistan O瓜ce)

1.中川和夫

JBIC事務所(JBIC Is]amabad O丘ce)

1.内田勝巳

北西辺境州
1. Raqtlid Khan

2. Awam

3. Executive Engineer
4. Executive Engineer

バロチスタン州
1. Mohamad Salam Khan

2. Zainuddin

3. Superintending Enginner
4. Aslam Balocb

5. GbⅦ1am A皿bi Baloc血

一等書記官

所長

所長

General Manager Of PIDA &

Chief Engineer of lrrigation and Power Dept･

Director Planning and Development Dept･

Bannu Irrigation Division

Ci∇i】Canal Circle

Secretary to Government, Irr･ and Power Dept･

Managing Director of PIDA

Chief Engineer, Irr. and Power Dept･

General Manager of PIDA

QⅦetta

Executive Engineer, Bolan Dam

Executive En由neer, Tllrbat

T-5
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資料収集リスト

ust of Collected Data

No. Title Publi sher

インド

l･ AgriculturalStatistics

2. Statistical Abstract

3. Andba I〉radesb Vision 2020

4. Andhra Pradesh Farmers Management of Irrigation System

AcトAds and Rules

5. A Plan for Utilization of Water Resources in Godavari

River inAndhra Pradesh

6. Nine Medium Irrigation Project inAndhra Pradesh A

Proposa1

7. KarnatakaAmual Plan 1999-2000 Volume-1

8･ ImigationinKarnataka

9. HumanDevelopment inKamataka I 1999

10･ Karnataka Neeravari Nigam Ltd･ Memorandum and

A山icles of Association

パキスタン

1. Economic Survey 1998199

2. Amual Plan 1999-2000 Economic Framework and Public

Sector Development Programme

3. AgriculturalStatistics Balochistan 1996-97

4･ Proposed Pakistan 2010 Programme Water Sector (Main

Report)

51 Brief of Major Dams

61 MiramiDamMultipurpose Project Project Plaming Report

7･ Mirani Dam ProjectPC-1 Proforma

8.
HingoI Dam Multipurpose Project Feasibility Report

"Conveyance of Drinking Water from HingoI Dam to

Karachin

9.
HingoI Dam Multipurpose Project PC-1 Proforma

"Conveyance of Drinking Water from HingoI Dam to

Ka rachi
"

Governmenl of hdia

Government of bdia

Government ofAndhra Pradesh

GovernⅡ世nt OfAndhra Pradesh

Government OfAndhra Pradesh

Govemment of Andhra Pradesh

Irrigation and CAD Department

Government of Karnataka

Government of Karnataka

Government of Karnataka

Governzrk:nt Of Karnataka

Government of Pakistan, Finance

Division

Government of Pakistan, PlarLmng

Co血ssion

Agriculture D epartment,

Balocbistan

Governm:nt of B alochistan

Irrigation and Power Department

Governrrk:nt Of B alochistan

Irrigation and Power Department

Pakistan WAPDA

Pakistan WAPDA

Pakistan WAPDA

Pakistan WAPDA

T-6
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10.
HingoI Dam Multipurpose Project Feasibility Report Pakistan WAPDA

ll.
HingoI DamMultipurpose ProjectPC-1 Proforma (for Pakistan WAPDA

Export of Water to UAE)

12.
HingoI DamMultupurpose Project PC-1 Proforma Pakistan WAPDA

山trrigation Development of Area along Liyari-OrⅡ姐ra

Road"

13.
Naulong Storage Dam ProjectFeasibility Report (Dra允) Pakistan WAPDA

14.
Naulong Storage DamProject PC-1 Proforma PakistanWAPDA

15.
Bund nushdil Khan Rehabilitation and Improvement Balochistan Imigation and

project PC-1 Perform (Draft) Drainage Authority

･6･ BR:iaanbili.?.ai:nPr;':e;tsed
PC_1Dpa.:f.=d

Canal System

bG.oiVgeaTneanid
P.Owfer

,:pa:odC=Snt.an
17.

Terms of Reference for Feasibility Study
ofKurramTangi

NWFP hTigation and Drainage

DamMulti-purpose Project Anthority

T-7
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